
明
治

期

に

お

け
る

地

域

的

-
青
森
県
産
米
の
移
出
体
制
に
つ
い
て
-

米

穀

流

通

岩

信

竹

一

間
題
の
所
在

(-
)

明
治
期
に
成
立
し
た
米
穀
市
場
は
'
中
継
地
的
市
場
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
'
港

湾
と
内
国
海
運
に
依
存
す
る
面
が
強
-
'
東
京
や
大
阪

･
神
戸
の
大
都
市
市
場
の
み

な
ら
ず
'
北
海
道
な
ど
の
各
地
の
新
し
い
非
農
業
の
産
業
発
展
地
域
に
新
市
場
が
形

(ヮ】)

成
さ
れ
､
地
域
的
な
米
穀
流
通
が
活
発
に
な
さ
れ
た
｡
と
こ
ろ
で
'
新
し
い
米
の

需
要
地
と
し
て
展
開
を
み
せ
る
北
海
道
は
'
そ
の
取
引
に
お
い
て
'
青
森
県
や
秋
田

県
の
北
奥
羽
地
域
を
は
じ
め
'
新
潟
県
や
富
山
県
な
ど
の
日
本
海
沿
岸
地
域
か
ら
栄

穀
を
移
入
L
t
魚
肥
や
干
物
な
ど
の
水
産
加
工
品
を
各
地
に
移
出
し
た
｡
北
奥
羽
地

域
と
函
館
を
中
心
と
す
る
道
南
地
域
は
特
に
結
び
つ
き
が
強
-
'
青
森
港
や
土
崎
港

(3
)

を
経
由
す
る
交
流
が
盛
ん
で
あ

っ
た
｡

こ
う
し
た
米
穀
流
通
は
'
江
戸
時
代
の
大

(4)

坂
中
心
の
流
通
体
系
か
ら
の
転
換
の
上
に
成
り
立

っ
た
も
の
で
あ
る
が
'
そ
れ
で

は
新
た
な
米
穀
流
通
を
生
み
出
す
仕
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
｡
米
穀
需
袷

が
地
域
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
の
意
義
を
青
森
県
産
米
の
移
出
体
制
の
整
備
過
程
に
探

ろ
う
と
い
う
の
が
'
本
稿
の
課
題
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
北
海
道
の
米
の
需
要
は
'
小
樽
港
か
ら
の
移
入
を
除
い
て
白
米
が
多

(5
)

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
｡
青
森
県
を
は
じ
め
と
す
る
移
出
地
帯
か
ら
'
白
米
が

送
ら
れ
て
-
る
の
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
守
田
志
郎
氏
は
'
｢明
治
か
ら
大

正
前
期
に

一
般
に
見
ら
れ
る
鉱
工
業
の
ヤ
ン
マ
ー

･
ヘ
ー
レ
ン
的
労
働
者
人
口
の
増

大
が
も
た
ら
す
米
市
場
の
拡
大
は
､
既
存
市
場
の
ひ
ろ
が
-
と
深
さ
を
増
し
て
い
-

と
い
う
も
の
で
は
な
-
'
飯
場
や
工
場
の
寮
に
た
い
す
る
輸
入
外
米
の
直
送
'
あ
る

い
は
山
陰
や
東
北

･
北
陸
の
裾
米
の
産
地
直
送
と
い
う
'
特
殊
な
需
給
結
合
に
よ
る

(6
)

も
の
で
あ
る
｣
と
述
べ
る
｡
こ
こ
で
い
わ
れ
る
飯
場
や
工
場
の
代
表
事
例
が
'
北

海
道
な
の
で
あ
る
｡
北
海
道
は
ま
さ
に
米
'
特
に
白
米
が
'
東
北
や
北
陸
か
ら
直
逮

さ
れ
る
市
場
で
あ

っ
た
｡
ま
た
'
裾
米
と
は
低
価
格
米
の
こ
と
で
'
品
質
は
高

い
も

の
で
は
な
い
｡

一
方
'
最
近
の
大
豆
生
田
稔
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
'
青
森
県

3jZ,E

の
移
出
米
検
査
の
実
施
は
'
他
県
と
比
べ
て
早
か
っ
た
｡
そ
れ
で
は
'
早
期
に
移

出
米
検
査
が
行
わ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
'
そ
の
産
米
と
-
わ
け
北
海
道

へ
移
出
さ
れ
る

白
米
が
'
裾
米
と
さ
れ
る
理
由
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
｡
以
下
'
こ
の
点
を
明
ら
か

に
し
て
ゆ
き
た
い
｡
と
こ
ろ
で
守
田
氏
は
､
こ
の
よ
う
な
裾
米
を
国
内
産
米

一
般
と

区
別
し
'
国
内
産
米

一
般
を
需
要
す
る
労
働
者
が
主
要
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
る

(8
)

こ
と
が
資
本
主
義
的
賃
労
働
の
成
立
で
あ
る
と
い
う
｡
そ
し
て
そ
れ
は
大
正
の
中

(9
)

期
に
や
っ
て
-
る
の
だ
と

い
う
｡
し
か
し
'
各
地
間
交
易
の
合
理
的
な
展
開
を
考

え
れ
ば
'
産
地
近
辺
の
新
た
な
需
要
地
に
販
売
し
'
し
か
も
白
米
需
要
と
い
う
市
場
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の
要
求
に
合
致
す
る
形
で
米
の
商
品
化
を
図
る
こ
と
は
'
ま
さ
に
近
代
的
な
供
給
行

動
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
以
下
の
考
察
を
進
め
る
立
場
は
'
こ
う
し
た
地
域
間
の

需
給
の
進
展
と
そ
れ
に
対
応
し
'
ま
た
'
そ
の
前
提
と
も
な
る
鉱
工
業
の
労
働
者
の

た
め
の
飯
場
や
寮
'
住
居
の
拡
大
こ
そ
が
'
明
治
期
以
降
の
米
穀
市
場
の
'
近
代
的

な
展
開
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

搬
出
ス
ル
津
軽
米

ハ
籾
'
稗
'
若
ク
ハ
枇
米
等
ヲ
混
入
ス
ル
コ
-
不
砂
随
テ
声
価

低
落
将
来
販
路
閉
塞
ノ
懸
念
ナ
キ
能

ハ
ス
殊
二
本
年

ハ
希
有
ノ
豊
作
ナ
ル
ヲ
以
テ

之
レ
カ
輸
出
ヲ
増
加
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論

二
付
農
商

一
致
探
ク
此
点
二
注
意
シ
米
帯
ヲ

シ
テ
充
分
精
良
ナ
ラ
シ
ム
ル
様
当
業
者

へ
懇
篤
論
示
ス
へ
シ

明
治
二
十
五
年
十

一
月
九
日

(13)

知
事

二

明
治
期
の
青
森
県
に
お
け
る
米
の
移
出
体
制

青
森
県
特
に
津
軽
地
域
に
お
け
る
移
出
米
検
査
体
制
は
'
比
較
的
早
期
に
成
立
し

た
と
さ
れ
て
い
る
｡
秋
田
県
が
明
治
二
十
三
年
に
産
米
検
査
制
度
の
導
入
を
検
討
し

た
際
に
'
青
森
'
宮
城
'
新
潟
､
富
山
'
滋
賀
の
各
県
が
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
参

(10)

考
に
し
た
と
い
う
｡
し
か
し
'
秋
田
県
で
も
米
穀
検
査
制
度
の
導
入
が

一
直
線
に

L〓
)

は
進
ま
ず
'
導
入
と
廃
止
が
続
い
た
よ
う
に
'
青
森
県
で
も
制
度
の
変
遷
が
あ

っ

(12
)

た
｡
と
こ
ろ
で
'
明
治
二
十
五
年
十

一
月
に
青
森
県
知
事
は
'
米
穀
改
良
に
つ
い

て
訓
示
を
お
こ
な

っ
た
が
'
そ
の
内
容
か
ら
'
そ
れ
以
前
の
移
出
米
改
良
の
様
子
が

わ
か
る
｡

こ
の
訓
示
か
ら
も
青
森
県
に
お
い
て
移
出
米
検
査
が
始
ま

っ
た
の
は
'
明
治
十
九

年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
そ
れ
で
は
'
こ
う
し
た
移
出
米
検
査
の
成
果
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
'
明
治
二
十
五
年
産
米
の
東
京
廻
米
問
屋
市
場
で
の
秤

価
か
ら
見
た
い
｡
そ
こ
で
は
全
国
の
産
米
の
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
が
'
そ
の
概
要

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
｡
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訓
示
第
二
十

言
了

津
軽
五
郡
役
所

弘
前
市
役
所

津
軽
五
郡
内
町
村
役
場

県
下
重
要
物
産
タ
ル
米
穀
ノ
改
良
ヲ
図
ラ
ン
カ
為
メ
去
ル
十
九
年
以
来
米
商

ハ

組
合
ヲ
設
ケ
輸
出
米
検
査

二
従
事
シ
農
家
モ
亦
種
子
精
撰
其
他
改
良
ノ
点
こ
注
意

セ
シ
結
果
ー
シ
テ

一
時
稗
声
価
ヲ
博
ス
ル
ノ
好
況
二
有
之
候
処
挽
近
函
館
市
上
こ

抑
モ
今
回
ノ
出
品

ハ
其
区
域
四
十
三
個
国
ノ
広
キ
ニ
捗
り
土
地
各
其
質
ヲ
異
ニ

ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
天
候
ノ
順
逆
年
ノ
豊
凶
二
拠
リ
テ
其
産
米

二
著
シ
キ
差
異
ア
ル

カ
故

こ
今
見
本
米
ノ
ミ
ヲ
以
テ
其
良
否
ヲ
断
言
ス
ル
能

ハ
ス
-
雄
モ
若
シ
昨
二
十

五
年
度
ノ
産
米

ハ
一
昨
年
度
ノ
産
米
二
比
シ
テ
稗
ヤ
上
位
ニ
ア
ル
カ
如
シ
而
シ
テ

今
試
こ
出
品
中
優
劣
ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
摘
挙
ス
レ
ハ
其
優
等

二
位
ス
ル
ハ
武
蔵
米
'

肥
後
米
t
t
伊
勢
米
等

ニ
シ
テ
其
劣
等
ナ
ル
モ
ノ
ハ
両
羽
米
'
肥
前
米
'
筑
後
莱

ナ
リ
ー
ス
又
著
シ
ク
改
良
進
歩
シ
タ
ル
ハ
磐
城
米
'
岩
代
米
'
陸
中
米
'
陸
奥
米
'

豊
後
米
等
ナ
ル
カ
如
シ
又
国
柄

二
似
ス
案
外

二
粗
悪
ナ
リ
シ
ハ
尾
張
米
ナ
ル
カ
如

シ
右

ハ
昨
秋
暴
風
雨
ノ
災
害
ヲ
被
り
タ
ル
為
ナ
ラ
ン
而
シ
テ
今
回
ノ
出
品
ヲ
概
括

総
評
ス
レ
ハ
品
位
概
ネ
悪
シ
カ
ラ
サ
リ
シ
ナ
リ
然
レ
-
モ
少
量
ノ
見
本
ナ
リ
シ
故



ナ
ル
乎
出
品
中
二
ハ
脚
力
精
撰
ヲ
加

へ
タ
ル
カ
如
キ
モ
ノ
ア
リ
シ
ヲ
憾
ミ
ト
ス
尚

(マ
マ)

国
々
二
就
テ
批
評
セ
ハ
左
ノ
如
シ

(中
略
)

陸
奥

気
候
ノ
適
順
ナ
リ
シ
ニ
因
レ
ル
モ
ノ
乎
品
位
概
シ
テ
良
好

ニ
シ
テ
蓋
シ

一

(14)

般
ノ
需
要
二
通
ス
ル
ナ
ラ
ン

こ
れ
に
よ
れ
ば
'
津
軽
地
方
を
主
た
る
産
地
と
す
る
陸
奥
産
米
の
評
価
は
悪
い
ち

の
で
は
な
い
｡
し
か
し
'
こ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
た
米
の
出
品
者
が
間
違
で
あ

っ

た
｡
津
軽
各
郡
産
米
は
玄
米
に
つ
い
て
は

一
等
三
級
か
ら
三
等
二
級
ま
で
の
評
価
を

受
け
'
白
米
に
つ
い
て
は
評
価
が
な
さ
れ
ず
等
外
と
な
っ
た
が
'
こ
れ
ら
の
米
の
出

品
者
は
'
す
べ
て
陸
奥
国
輸
出
米
検
査
所
本
部
で
あ

っ
た
｡
す
な
わ
ち
'
青
森
県
に

つ
い
て
は
'
明
治
十
九
年
か
ら
米
穀
商
組
合
が
主
体
と
な
っ
て
始
め
た
輸
出
米
検
査

が
実
効
を
持
ち
'
明
治
二
十
六
年
の
東
京
で
の
見
本
米
の
品
評
会
に
も
'
輸
出
米
検

(15
)

査
所
本
部
名
で
出
品
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
え
る
｡

こ
の
米
穀
商
組
合
や
'
輸
出

米
検
査
の
設
立
当
初
の
実
態
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
資
料
が
存
在
す

る
だ
け
な
の
で
'
明
治
二
十
七
年
に
県
に
更
正
認
可
さ
れ
た
津
軽
地
方
米
穀
商
組
令

規
約
を
見
て
'
組
織
や
機
能
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
｡
規
約
の
う
ち
'
輸
出
莱

に
関
す
る
部
分
を
摘
記
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
｡

津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
規
約

(明
治
二
十
七
年
十

一
月
更
正
認
可
)

(中
略
)

第
二
章

組
合
区
域
及
輸
出
米
検
査
所
位
置

(中
略
)

第
三
僚

当
組
合

ハ
津
軽
地
方
ヲ
以
テ
其
区
域
ー
ス

第
四
候

当
組
合

ハ
左
ノ
地
方
こ
輸
出
米
検
査
所
ヲ
置
キ
青
森
検
査
所
ヲ
以
テ
其

本
部
ー
ス
但
事
務
ノ
都
合

二
依
り
要
街
ノ
地
へ
臨
時
派
出
所
及
事
務
所
ヲ

設
ク
ル
コ
ー
ア
ル
へ
シ

検
査
所

青
森

鯵
ヶ
沢

油
川

十
三

派
出
所

弘
前

黒
石

五
所
川
原

第
五
候

当
組
合

ハ
本
地
方
輸
出
米
組
成
濫
造
ノ
弊
害
ヲ
矯
正
シ
同
業
者
ノ
幸
福

ヲ
図
ル
ヲ
以
テ
目
的
ー
ス

第
六
候

輸
出
米
ノ
品
格

ハ
左
ノ
等
級
二
依
ル

壱
等
米

子
粒

一
斉
光
沢
美
麗
玄
米

一
舛
中
二
籾
十
五
粒
以
上
精
米
こ

籾
ヲ
混
入
セ
サ
ル
モ
ノ

弐
等
米

子
粒

一
斉
光
沢

一
等
米
こ
亜
キ
玄
米

一
舛
中
二
籾
四
十
粒
以

上
精
米

二
十
粒
以
上
混
入
セ
サ
ル
モ
ノ

三
等
米

子
粒

一
斉
玄
米

1
舛
中
二
籾
五
十
粒
以
上
精
米

二
籾
三
十
粒

以
上
混
入
セ
サ
ル
モ
ノ

四
等
米

子
粒
稗
ヤ
斉
シ
カ
ラ
ス
玄
米

一
舛
中
二
籾
百
三
十
粒
以
上
精

米

二
籾
六
十
粒
以
上
混
入
セ
サ
ル
モ
ノ

第
七
候

検
査
不
合
格
ノ
モ
ノ
及
干
燥
充
分
ナ
ラ
ス
土
砂
'
塵
芥
'
砕
ケ
米
'
青

米
'
赤
米
'
稗
'
批
'
糠
t
等
ノ
混
入
シ
居
ル
モ
ノ
ハ
再
製
ノ
上
こ
ア
ラ

サ
レ
ハ
輸
出
ヲ
許
サ
ス

第
八
催

輸
出
米

ハ
容
量
四
斗
入
量
目
風
袋
共
拾
六
貫
目
弐
百
目
以
上
-
ス
但
風

袋
量
目
ハ
壱
貫
弐
百
目
以
下
ー
ス

第
九
候

改
良

こ
ア
ラ
サ
ル
普
通
米

ハ
需
要
者
ノ
購
求
二
ヨ
リ
管
内

二
限
り
白
米
'

其
容
量

ハ
四
斗
入
風
袋
共
拾
五
貫
目
以
上
-
シ
改
印
ヲ
受
ケ
輸
出
ス
ル
ヲ
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得
但
輸
出
ノ
場
合
二
ハ
検
査
所
ノ
検
査
ヲ
受
ケ
其
送
状

こ
頭
取
若
ク
ハ
取

締
ノ
承
認
ヲ
受
ク
へ
シ
玄
米
'
改
良

ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
許
サ
ス

第
十
催

検
査
所

ハ
輸
出
米
検
査
こ
必
要
ノ
為
メ
見
本
米
ヲ
製
シ
之
レ
ヲ
各
検
査

所
こ
備
設
ス
但
見
本
米

ハ
本
部
lT
T
頭
取
及
ヒ
各
所
取
締
協
議
ノ
上
前
各

項
ノ
規
定
こ
照
ラ
シ
之
ヲ
評
定
ス
ヘ
シ

第
十

一
棟

輸
出
米
ノ
俵
造

ハ
左
ノ
三
項
ニ
ヨ
ル

一

玄
米

ハ
附
録
第

一
号
ニ
ヨ
リ
其
俵
ヲ
二
重
二
シ
下
俵

ハ
四
ツ
編
二

三
所
結
産
俵
ヲ
附
シ
上
俵
ハ
五
所
結
二
十
文
字
掛
ケ
網
掛
ヲ
ナ
ス
モ

ノ
ー
ス

一

精
米

ハ
附
録
第
二
号
図
二
ヨ
リ
其
俵
ヲ
二
重

ニ
シ
下
俵

ハ
四
ツ
編

こ
結
産
俵
ヲ
附
シ
延
包

(二
十
竪
長
五
尺
)
五
所

二
十
文
字
掛
ヲ
ナ

ス
モ
ノ
ー
ス

一

精
米
ノ
俵
米

二
臥
入
ヲ
要
ス
ル
時
ハ
其
臥
ヲ
壱
重

こ
シ
十
八
竪
量

目
五
百
日
ノ
臥
ヲ
用
ヒ
縦
二
所
結
横
≡
所
結
こ
ナ
ス
モ
ノ
ー
ス

第
十
二
催

輸
出
米

ハ
検
査
所
指
定
ノ
場
所
二
於
テ
毎
俵
検
査
ヲ
受
ク
へ
シ
但
検

査
所

ハ
検
査
済
ノ
後
毎
俵
附
録
第
二
号
ノ
検
印
ヲ
捺
ス
ル
モ
ノ
ー
ス

第
十
三
催

輸
出
米

ニ
ア
ラ
ス
ー
錐
モ
貨
主
ノ
求
メ
ニ
仇
テ
ハ
壱
俵

二
付
金
五
厘

ノ
手
数
料
ヲ
受
ケ
検
査
ノ
上
等
級
ヲ
付
ス
ル
モ
ノ
ー
ス
但
俵
装
ハ
第
十

一
候
各
項
ノ
例
ヲ
用
ヒ
ス
其
検
印
ハ
附
録
第
弐
号
ノ
図
二
ヨ
ル

第
十
四
候

輸
出
米
ノ
検
査
ヲ
受
ケ
タ
ル
モ
ノ
ハ
壱
俵

二
付
検
査
料
金
九
厘
ヲ
其

検
査
所
二
納
ム
ヘ
シ

第
十
五
催

輸
出
米
ノ
子
粒
及
量
目
ノ
検
査
ハ
左
ノ
器
具
ヲ
用
ユ
ル
モ
ノ
ー
ス

一

子
粒
検
査
器

附
録
第
三
図
及
鉄
筒

一

量
目
検
査
器

改
良
鼻
釣
秤

第
十
六
催

甲
地
方
二
於
テ

一
旦
検
査
済
米
卜
錐
モ
乙
地
こ
移
シ
輸
出
セ
ン
-
ス

ル
モ
ノ
ハ
更

二
該
地
検
査
所
二
就
テ
監
査
ヲ
受
ク
へ
シ

第
十
七
億

凡
ソ
検
査
所

二
於
テ
ハ
其
取
扱
ヒ
タ
ル
輸
出
米
検
査
ノ
時
々
其
輸
出

入
ノ
住
所
氏
名
輸
入
先
ノ
地
名
及
検
査
料
検
査
俵
数
等
ヲ
帳
簿
二
記
載

シ
毎
月
両
度

(十
五
日
三
十
日
)
附
録
第
四
号
表
こ
依
り
取
調
頭
取
二

報
告

ス
ヘ

シ

(16)

(以
下
略
)

こ
の
米
穀
商
組
合
が
津
軽
地
方
の
名
を
冠
し
て
い
る
こ
と
は
'
青
森
県
産
米
の
輸

出

(移
出
を
原
文
で
こ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
｡
以
下
'
史
料
的
表
現
に
限
り
'

輸
出
を
用
い
る
)
が
事
実
上
'
津
軽
地
方
に
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
｡
玄
米
の

移
出
に
つ
い
て
は
改
良
米
に
限
る
と
さ
れ
'
普
通
米
は
白
米
で
の
移
出
が
認
め
ら
れ

て
い
た
｡

こ
の
よ
う
な
検
査
体
制
の
整
備
に
も
拘
わ
ら
ず
'
青
森
県
産
米
の
晶
質
が
著
し
-

改
善
し
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
｡
明
治
二
十
八
年
に
'
宮
城
'
岩
手
'
青
森
の
三
県

の
米
ほ
か
の
農
産
物
や
畜
産
の
共
進
会
が
開
か
れ
た
が
'
青
森
県
は
'
馬
な
ど
'
他

県
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
評
価
を
得
た
も
の
が
あ

っ
た
反
面
'
米
に
つ
い
て
は
'

評
価
は
高
-
な
か
っ
た
｡
青
森
県
に
つ
い
て
の
県
別
概
評
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
｡
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県
別
概
評

青
森
県
ノ
出
品
ハ
通
計
四
百
二
十
三
点
其
他

ハ
中
'
南
'
東
津
軽

三
郡
ノ
出
陳
二
係
ル
モ
ノ
ナ
リ
褒
賞
ノ
数

ハ
五
等

一
名
六
等
二
十
七
名

ニ
シ
テ
四



等
以
上
ノ
賞
ヲ
欠
キ
出
品
人
月

二
対
シ
僅

二
六
分
九
厘

二
相
当
シ
其
歩
合

1
層
岩

手
県

二
下
り
連
合
三
県
中
最
劣
等
ノ
出
品

ニ
シ
テ
其
質
概
ネ
粗
悪
ナ
リ
ー
ス
是
レ

気
象
風
土
前
顕
二
県

こ
及

ハ
サ
ル
所
ア
リ
ー
錐
ー
モ
抑
モ
亦
夕
栽
培
其
宜
シ
キ
二

通

ハ
ス
品
種
亦
夕
甚
区
々
ニ
シ
テ
乾
燥
調
整
特

二
其
法

ヲ
得
サ
ル
ノ
敦
ス
所
タ
ラ

ン
ス
ハ
ア
ラ
ス
是
痛
ム
へ
キ
ノ
極
ナ
リ
蓋
シ
本
地
方
ノ
米

ハ
古
来
津
軽
米
卜
称
シ

多
ク
他
地
方
ノ
米

こ
譲
ラ
サ
リ
シ
モ
維
新
以
来
大

二
其
品
位
ヲ
堕
落
シ
其
主
ナ
ル

需
要
地

二
於
テ
ハ
目
シ
テ
下
等
米
ー
ナ
シ
声
誉
殆
ン
ー
地

二
墜
チ
タ
リ
篤
志
者
之

ヲ
憂
ヒ
種
々
画
策
ス
ル
所
ア
リ
シ
ー
錐
今
尚
路
組
-
シ
テ
著
シ
ク
進

マ
サ
ル
ノ
観

ア
リ
本
共
進
会

二
於
テ
予
輩
ノ
満
足
ス
へ
キ
ノ
出
品
ナ
キ
素
ヨ
リ
其
所
ナ
リ
宜
シ

ク
将
来
協
力
同
心
其
品
種
ヲ
撰
走
シ
培
養

二
注
意
シ
殊

二
乾
燥
卜
調
整
-
ノ
二
点

('=
)

こ
改
良
ヲ
加

フ
ベ
シ

褒
賞
を
受
け
な

い
米
が
移
出
検
査
に
不
合
格
に
な
る
と
は
い
え
な
い
が
'
検
査
に

合
格
し
て
移
出
さ
れ
て
も
､
市
場
に
お
い
て
､
価
格
面
で
優
遇
さ
れ
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
｡
青
森
県
産
米
は
'
単
に
検
査
に
合
格
す
る
以
上
に
'
市
場
で
評
価
さ

れ
る
米
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と

い
え
る
｡

弘
前
地
区
に
つ
い
て
は
'
明
治
三
十
三
年
に
津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
と
同
様
の
級

織
が
改
め
て
作
ら
れ
た
｡
そ
の
組
織

の
名
称
は
'
弘
前
地
方
米
穀
商
同
業
組
合
で

あ

っ
た
｡
こ
の
同
業
組
合
の
定
款
の
冒
頭
部
分
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
｡

正
シ
相
互
ノ
利
益
ヲ
増
進
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ー
ス

第
二
傭

当
組
合
ノ
業
務
ノ
概
目
左
ノ
如
シ

一

当
組
合
地
区
外

こ
輸
出
ス
ル
米
穀
及
当
組
合
地
区
内

二
於
ケ
ル
販
売

米

二
等
親
ヲ
付
シ
其
品
格
ヲ

一
定
セ
シ
ム
ル
コ
ー

二

前
項
輸
出
米
ノ
俵
装
ヲ

〓
疋
セ
シ
ム
ル
コ
ト

三

石

二
対
ス
ル
検
査

ヲ
為
ス
コ
ト

第
二
章

名
称
及
事
務
所
ノ
位
置

第
三
催

当
組
合

ハ
明
治
三
十
三
年
法
律
代
三
拾
五
号

こ
依
り
設
立
シ
弘
前
地
方

米
穀
商
同
業
組
合
卜
称
ス

第
四
傭

当
組
合

二
事
務
所
及
検
査
所
ヲ
置
ク
但
事
務
ノ
都
合

二
依
り
要
衝
ノ
地

二
臨
時
派
出
所
ヲ
設
ク
ル
事
ア
ル
ベ
シ

一

当
組
合
事
務
所
及
検
査
所
ノ
位
置
弘
前
市
大
字
北
瓦
ケ
町
拾
九
番
地

ー
ス

第
三
章

組
合
ノ
地
区
及
営
業
ノ
種
類

第
五
催

当
組
合

ハ
左
ノ
地
区
内

二
於
テ
米
穀
商
ヲ
営
ム
モ
ノ
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織

ス
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青
森
県

弘
前
市

青
森
県

中
津
軽
郡

(18)

(
一
円
)

弘
前
地
方
米
穀
商
同
業
組
合
定
款

第

一
章

目
的
及
業
務

第

一
傭

当
組
合

ハ
津
軽
産
米
ノ
粗
製
ヲ
改
良
シ
及
組
合
員
営
業
上
ノ
弊
害
ヲ
矯

こ
の
組
合
の
設
置
は
重
要
産
業
同
業
組
合
法
に
則

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
'
そ
の

規
約
中
の
輸

(移
)
出
米
に
関
す
る
部
分
は
'
ほ
と
ん
ど
津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
規

約
と
同
じ
も
の
で
'
基
準
が
緩
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
こ
の
弘
前
地
方
米
穀
商

同
業
組
合
の
成
立
は
'
重
要
産
業
同
業
組
合
法
の
制
定
を
き

っ
か
け
と
し
て
な
さ
れ



た
も
の
で
あ
る
が
'
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ま
で
の
津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
の
機
能
が
新

た
な
法
体
系
の
も
と
で
再
編
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡
新
た
な
同
業
組
合
の
移

出
米
の
検
査
の
基
準
に
用
い
ら
れ
た
俵
の
図
は
'
以
前
の
津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
の

規
約
中
の
図
を
転
用
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡
基
準
が
緩
め
ら
れ
た
点
は
'
ま
ず
'

一

等
米
か
ら
四
等
米
ま
で
の
規
準
が
変
わ
っ
た
｡
す
な
わ
ち
'
新
た
な
規
準
に
よ
れ
ば
'

-
升
中
の
籾
の
混
入
粒
数
が
以
下
の
よ
う
に
な
っ
た
｡

一
等
米
'
玄
米
-
籾

1
五
粒
以
下
'
精
米
-
籾
混
入
な
し

二
等
米
'
玄
米
-
籾
四
〇
粒
以
下
'
精
米
-
籾
二
〇
粒
以
下

三
等
米
'
玄
米
‥
籾
六
〇
粒
以
下
'
精
米
‥
籾
三
〇
粒
以
下
(19)

四
等
米
'
玄
米
‥
籾

二

一〇
粒
以
下
'
精
米
-
籾
六

〇
粒
以
下

こ
れ
に
よ
れ
ば
'
三
等
米
以
下
の
規
準
が
特
に
緩
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡

な
お
'
津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
の
規
約
の
中
の
第
九
候
に
あ

っ
た
改
良
米
以
外
の
普

通
米
は
'
玄
米
で
は
な
-
白
米
と
し
て
で
な
け
れ
ば
輸
出
を
認
め
な
い
と
す
る
条
項

は
削
除
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
乾
燥
が
不
十
分
な
米
の
移
出
禁
止
の
条
項
は
依
樵

と
し
て
残

っ
て
い
た
｡
こ
の
条
項
が
あ
る
限
り
'
玄
米
よ
り
は
白
米
の
移
出
が
容
易

に
な
る
と
い
え
る
｡
乾
燥
の
如
何
に
拘
ら
ず
'
精
米
は
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
｡
ま
た
'

移
出
米
を
船
舶
搭
載
用
と
そ
れ
以
外
に
分
け
'
船
舶
搭
載
用
に
つ
い
て
は
津
軽
地
方

米
穀
商
組
合
の
俵
裳
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
'
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
俵
裳
を
簡
便
に

し
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
｡
実
際
に
は
津
軽
地
域
産
米
は
北
海
道

へ
移
出
さ
れ
た
｡

従

っ
て
'
従
来
の
俵
裳
の
規
定
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
｡

さ
ら
に
､
他
地
区
の

産
米
を
購
入
し
'
再
移
出
す
る
場
合
の
規
定
も
詳
細
に
決
め
ら
れ
た
｡
こ
れ
は
'
南

津
軽
郡
や
北
津
軽
郡
産
米
や
'
他
県
産
米
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
'
実
態
に
即

し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

弘
前
米
穀
商
同
業
組
合
は
明
治
三
十
三
年
六
月
に
青
森
県
知
事
に
よ
り
設
立
が
諺

可
さ
れ
た
が
'
創
立
総
会
が
'
明
治
三
十
三
年
十

一
月
に
開
催
さ
れ
た
｡
会
場
は
臥

前
市
親
方
町
の
長
久
楼
で
あ

っ
た
｡
こ
の
総
会
で
大
和
幾
也
が
組
合
長
に
'
加
藤
辛

助
が
副
会
長
に
'
武
田
又
書
'
木
村
市
蔵
'
新
谷
三
吉
が
評
議
員
に
選
出
さ
れ
た
｡

な
お
'
役
月
の
選
出
は
選
挙
で
あ

っ
た
が
'
大
和
'
加
藤
'
武
田
の
三
名
は
同
数
で

あ
り
'
ま
た
'
同
じ
-
同
数
の
得
票
を
得
た
中
谷
熊
太
郎
と
玉
田
惣
次
郎
の
二
名
は
'

役
員
を
辞
退
し
た
｡
大
和
'
加
藤
ら
の
役
員
の
履
歴
書
が
残
さ
れ
て
い
て
津
軽
地
方

(20
)

米
穀
商
組
合
と
の
関
係
が
わ
か
る
｡

大
和
幾
也
は
､
六
代
の
祖
が
弘
前
で
米
穀
商
を
は
じ
め
て
以
来
の
商
人
で
あ
り
'

弘
前
市
松
森
町
に
居
住
し
て
い
た
｡
大
和
は
'
明
治
二
十
年
に
'
中
津
軽
郡
米
穀
商

組
合
会
議
月
に
な
り
､
同
二
十
七
年
に
津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
副
頭
取
に
な
-
'
同

三
十

一
年
に
弘
前
輸
出
米
検
査
所
派
出
所
取
締
に
な
っ
た
｡
加
藤
幸
助
は
'
祖
父
が

弘
前
で
米
穀
商
と
な
り
'
三
代
目
の
幸
助
は
明
治
十
二
年
に
家
督
を
相
続
し
た
｡
弘

前
市
新
寺
町
に
居
住
し
て
い
た
｡
加
藤
は
'
明
治
二
十
八
年
に
津
軽
地
方
米
穀
商
級

合
会
議
月
に
当
選
し
た
｡
武
田
又
吉
は
'
父
親
が
天
保
十
年
に
弘
前
で
米
穀
商
を
開

業
L
t
明
治
十
七
年
に
家
督
を
相
続
し
た
｡
明
治
三
十
三
年
に
津
軽
地
方
米
穀
商
組

合
会
議
月
に
当
選
し
て
い
る
｡
土
手
町
の
居
住
で
あ
る
｡
木
村
市
蔵
は
'
四
代
前
の

祖
が
弘
前
で
米
穀
商
を
開
業
し
た
｡
木
村
は
明
治
二
十
年
に
津
軽
地
方
米
穀
商
組
令

会
議
員
に
当
選
し
た
｡
和
徳
町
の
居
住
で
あ
る
｡
新
谷
三
吉
は
'
士
族
で
'
明
治
十

八
年
に
米
穀
商
を
開
業
し
た
｡
明
治
三
十

一
年
に
津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
会
議
月
に

当
選
し
た
｡
松
森
町
の
居
住
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
役
員
の
経
歴
を
見
る
と
'
彼
ら
は

74



津
軽
地
方
米
穀
商
組
合
の
役
員
の
経
験
者
で
あ
り
'
同
組
合
は
そ
の
機
能
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
な
お
'
弘
前
地
方
米
穀
商
同
業
組
合
の
加
入
申
し
込
み
香

が
残
さ
れ
て
い
る
が
､
申
込
者
の
総
数
は

二

一〇
人
で
あ
る
｡
そ
れ
ら
の
申
込
者
の

職
業
は
す
べ
て
米
穀
商
と
な
っ
て
い
る
｡
そ
の
大
多
数
は
弘
前
市
の
居
住
で
あ
る
が
'

そ
れ
以
外
で
は
'
堀
越
村
四
'
大
浦
村
≡
'
和
徳
村
二
'
豊
田
村
二
'
取
上
村

1
'

A,1
)

鼻
和
村

二

駒
越
村

一
'
岩
木
村

一
と
な
っ
て
い
る
｡

弘
前
地
方
米
穀
商
同
業
組
合
の
設
立
申
請
書
に
は
'
｢私
共
儀
へ
是
迄
津
軽
地
方

米
穀
商
組
合
二
加
入
来
候
処
'
右
ハ
区
域
頗
ル
過
大
二
失
シ
'
当
初
ノ
目
的
ヲ
達
シ

兼
候
二
付
'
今
般
前
傾
ノ
区
域
二
依
り
更
二
組
合
設
置
仕
度
候
二
付
'
右
発
起
御
許

(22
)

可
相
成
度
'
此
段
申
請
候
也
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
ら
か
ら
'
中
津
軽
郡
を
中
心
と
す

る
へ
津
軽
地
方
で
産
出
さ
れ
る
米
が
移
出
さ
れ
る
場
合
の
検
査
基
準
は
当
初
厳
格
な

基
準
が
適
用
さ
れ
て
お
り
'
改
組
を
機
会
と
し
て
緩
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
移

出
側
の
条
件
と
し
て
は
'
厳
格
な
基
準
を
満
た
し
た
玄
米
の
移
出
よ
り
は
'
白
米
移

出
が
容
易
で
あ
り
t
か
つ
精
米
賃
の
獲
得
が
可
能
に
な
る
と
い
う
う
ま
み
も
あ

っ
た
｡

青
森
県
は
明
治
三
十
九
年
に
県
営
の
輸
出
米
検
査
を
実
施
し
た
｡
こ
れ
は
'
同
莱

組
合
に
よ
る
輸

(移
)
出
米
検
査
が
有
名
無
実
と
化
し
て
き
た
こ
と
を
改
め
る
た
め

(23
)

と
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
時
期
の
青
森
県
産
米
の
移
出
量
は
'
二
〇
万
俵
を
前
後
し

(24)

て
お
り
'
下
級
品
の
白
米
移
出
が
多
か
っ
た
｡
こ
の
後
青
森
県
で
は
'
大
正
二
年

の
凶
作
は
あ

っ
た
も
の
の
'
米
の
収
量
を
伸
ば
し
'
移
出
量
も
急
速
に
増
加
し
て
い

-
o
大
正
十
年
に
は

1
0
0
万
俵
を
こ
え
る
に
至
る
o
ま
た
'
移
出
米
の
内
容
も
'

(25)

高
級
品
に
転
換
し
て
ゆ
-
の
で
あ
る
｡

三

明
治
期
の
青
森
県
に
お
け
る
米
輸
送
の
特
徴

こ
こ
で
'
実
際
の
数
値
を
見
て
､
青
森
県
産
米
の
移
出
の
実
態
を
検
討
し
た
い
0

ま
ず
へ
青
森
県
の
明
治
期
以
降
の
産
業
構
造
の
趨
勢
を
見
て
お
き
た
い
｡
表
I
に
よ

れ
ば
'
青
森
県
に
お
け
る
農
業
生
産
の
比
重
の
高
さ
が
わ
か
る
｡
大
正
二
年
の
数
値

に
は
'
凶
作
の
結
果
が
現
れ
て
お
り
'
こ
の
年
だ
け
'
農
業
の
比
重
が
四
割
を
下

回
っ
て
い
る
｡
農
産
物
の
中
で
は
'
明
治

･
大
正
期
を
通
じ
て
米
の
比
重
が
高
い
こ

と
が
表
2
よ
り
わ
か
る
｡
明
治
三
十
六
年
の
日
本
鉄
道
の
主
要
駅
の
米
の
移
出
入
量

は
表
3
の
と
お
り
で
あ
る
｡

一
万
㌧
奥
羽
線
と
な
る
官
線
の
米
の
移
出
入
量
は
表
4

の
よ
う
に
な
る
｡
青
森
県
内
の
奥
羽
線
沿
線
か
ら
の
移
出
量
を
は
る
か
に
越
え
る
育

森
の
入
荷
量
の
存
在
が
わ
か
る
Q
こ
れ
ら
は
青
森
県
以
南
の
秋
田
県
等
よ
り
輸
送
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
次
に
'
港
湾
移
出
入
を
見
れ
ば
'
表
5
よ
り
青
森
港
で
の
棉

米

(白
米
)
の
移
出
大
量
が
玄
米
を
は
る
か
に
こ
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
青
森

県
産
米
の
移
出
は
'
青
森
市
が
結
節
点
に
な
る
｡
そ
こ
で
'
明
治
四
十
三
年
の
数
値

に
よ
り
'
移
出
の
あ
り
よ
う
を
見
た
い
｡
ま
ず
'
鉄
道
の
う
ち
､
東
北
線
の
移
出
を

見
れ
ば
'
米
は
殆
ど
な
い

(表
6
)｡
こ
れ
は
'
八
戸
の
米
の
移
入
先
が
岩
手
県
下

の
各
地
で
あ
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
｡
東
北
線
を
通
ず
る
米
の
移
入
も
少
な
い

(同
上
)
｡
次
に
奥
羽
線
を
見
れ
ば
'
米
の
移
入
が
多
い

(同
上
)
｡
移
入
先
は
'
大

曲
'
弘
前
'
川
部
'
大
釈
迦
と
な
っ
て
お
り
'
秋
田
'
青
森
の
両
県
か
ら
集
ま
っ
て

い
る
｡

一
方
移
出
と
し
て
は
'
大
鰐
'
弘
前
に
わ
ず
か
に
移
出
し
て
い
る

(同
上
)
0

次
に
'
海
運
を
見
れ
ば
'
移
出
に
つ
い
て
は
､
白
米
が
多
い

(表
7
)｡
玄
米
は
ー

ン
数
で
白
米
の
四
分
の

一
以
下
で
あ
る
｡
価
格
で
見
れ
ば
'

一
四
%
に
す
ぎ
な
い
0

こ
の
こ
と
は
'
青
森
で
は
'
精
米
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
'
海
運
で
移
出
し
て
い
る
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表1 青森県生産物総額
(千円)

総 価 額 農 産 畜 産 水 産 林 産 工 産 鉱 産

明治 26313641 6,874 4,857 99 948 434 510 25

(100) (70.7) (1.4) (13.8) (6.3) (7.4) (0.4)

10,961 7,826 154 547 378 2,033 24

(100) (71.4) (1.4) (5.0) (3.4) (18.5) (0.2)

15,142 ll,988 168 692 618 1,663 13

(100) (79.1) (1.1) (4.6) (4.1) (ll.0) (0.1)

26,904 17.397 1,343 1,753 910 5.148 343

(100) (64.7) (5.0) (6.5) (3.4) (19.2) (1.3)

大正 2712 21,733 8,302 940 2,409 2,951 5.785 1,347

(100) (38.2) (4.3) (ll.1) (13.6) (26.6) (6.2)

97,816 44,181 2,367 6,396 7,395 15,789 3.689

(100) (45.2) (2.4) (6.5) (7.6) (16.1) (3.8)

102,704 51,755 3,414 9.365 9,396 27,984 790

(100) (50.4) (3.3) (9.1) (9.1) (27.2) (0.8)

昭和 3 104,219 50,812 3,211 ll,014 10,039 29,016 97

(出典)r青森県統計書J各年次 ( )内は構成比

表2 青森県農産物構成 (千円)

明 治 41 大 正 7

栄麦栗梓ソ バ豆馬鈴薯蘇リンゴ顔その他共計 12,381 30,201

( 71.2) ( 68.4)

402 1,081

( 2,3) ( 2.4)

680 982

( 3.9) ( 2.2)

244 811

( 1.4) ( 1.8)

391 443

( 2.2) ( 1.0)

1,063 2,372

( 6.1) ( 5.4)

643 1,536

( 4.0) ( 3.5)

62 111

( 0.4) ( 2.5)

505 2,110

( 2.9) ( 4.8)

178 631

( 1.0) ( 1.4)

17,397 44,180

(出典)r青森県統計書J ( )内は構成比
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表3 明治35年日本鉄道米輸送量

駅 名 移入量(t) 移出量(t)

派 1,059 75

尻 内 209 47

八 戸 2,293 113

野 辺 地 1,294 69

青 森 177 1,031

(出典)『青森県統計書｣

表4 明治36年官繰米輸送量

駅 名 移入量(t) 移出量(t)

青 森 18,535 589

大 釈 8 1.725

浪 岡 9 2,507

川 部 53 3,626

弘 前 1,178 2,840

(出典)『青森県統計書j

表5 明治36年青森港穀物移出入量(石)

移 入 移 出

精 米 24,000 53,500

玄 米 607 4,350

麦 8,502 *
大 豆 8,644 *
小 豆 6,904 *
(出典)『青森県統計書｣

注1) *は記載なしを示す



表6 明治43年青森駅貨物移出入 (10万円以上)

東北本線移出

品 目 数量 (千 t) 価格 (千円) 主な仕向地

塩 魚 10 850 秋葉原､福島､盛岡

海 産 肥 料 4 447 水戸､若松､福島､氏家

薫 製 魚 3 385 秋葉原､若松

木 材 10 290 隅田川､鎌倉

鮮 魚 8 231 上野､秋葉原､福島

食 塩 3 115 八戸､郡山

東北本線移入

品 目 数量 (千 t) 価格 (千円) 主な仕立地

砂 糖 1 233 隅田川､神奈川

木 材 4 119 小湊､沼崎

鉄 類 1 114 秋葉原

奥羽本線移出

品 目 数量 (千 t) 価格 (千円) 主な仕向地

塩 魚 8 915 弘前､大館

鮮 魚 7 220 山形､新庄､横手､大曲

石 炭 27 204 大館､弘前

栄 2 147 大館､弘前

奥羽本線移入

品 目 数量 (千 t) 価格 (千円) 主な仕立地

莱 22 1,675 大曲､弘前､川辺､大釈迦

木 材 24 724 大館､能代､大鰐

藁 細 工 品 5 161 大鰐､川部､浪岡､弘前

和 酒 0.4 101 大曲､弘前､川部

(出典)『青森商業会議所年報』(日本経済評論社復刻版による｡以下同じ｡)

1)数量の計には､牛 ･馬が含まれていない｡
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表7 明治43年青森港貨物移出入 (10万円以上)
移 出

品 目 数量 (千 t) 価格 (千円) 主な仕向地

白 米 22 2,017 函館､室蘭､紋別､釧路

雑 品 14 695

材 木 類 17 509 東京､大阪､名古屋､横浜

石 亨由 3 397 函館､小樽､室蘭､釧路
蓮 12 347 函館､室蘭､紋別､釧路

玄 米 4 291 函館､室蘭

縄 9 266 函館､室蘭､紋別､釧路

雑 荒 物 8 239 函館､室蘭､小樽

り ん ご 4 185 ウラジオス トック､函館

味 噌 2 160 函館､小樽､室蘭､釧路

臥 4 134 函館､室蘭､紋別､釧路

移 入

品 目 数量 (千 t) 価格 (千円) 主な仕立地

塩 魚 16 1,246 函館､小樽､室蘭､樺太

干 魚 6 939 函館､小樽､室蘭､樺太

綿 布 類 1 583 横浜､東京､大阪

雑 品 ll 556

生 魚 18 534 函館､小樽､室蘭､田名部

し め 粕 類 4 454 函館､小樽､室蘭

砂 糖 1 353 横浜､東京､大阪

食 塩 9 346 三田尻､阪出

紙 類 1 175 高知､函館､東京

清 酒 1 150 函館

燕 麦 3 135 函館､室蘭､′ト樽

石 炭 15 113 室蘭､釧路
豆 類 2 109 函館､小樽､室蘭

(出典)『青森商業会議所年報』

表8 明治43年青森港白米輪出先

輸 出 先 金 額 (千円)

函 館 753

釧 路 307

室 蘭 268

根 室 214

紋 別 82

厚 岸 67

岩 内 30

虻 田 20

寿 都 14

(出典)『青森商業会議所年報』
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と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
海
運
に
よ
る
移
入
品
は
魚
介
類
が
多
い

(同
上
)
｡
こ
れ
ら

の
海
運
は
北
海
道
と
の
取
引
を
意
味
し
て
い
る
｡
明
治
四
十
三
年
の
白
米
の
移
出
先

が
わ
か
る
の
で
見
て
お
き
た
い

(表
8
)｡
金
額
で
見
て
'
函
館
が
最
多
と
な
っ
て

お
り
'
釧
路
'
室
蘭
'
根
室
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
｡
こ
れ
ら
か
ら
'
青
森
県
産
莱

は
'
鉄
道
に
よ
っ
て
移
出
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
-
'
鉄
道
に
よ
っ
て
秋
田
県
や
青
森

県
内
の
津
軽
地
域
か
ら
青
森
市
に
集
め
ら
れ
'
精
米
の
上
'
白
米
と
し
て
'
北
海
道

の
各
地
へ
と
送
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
｡

次
に
'
明
治
中

･
後
期
に
お
け
る
'
青
森
県
内
に
お
け
る
米
の
移
送
方
法
の
特
敬

を
見
る
こ
と
に
し
た
い
｡
ま
ず
'
青
森
県
産
米
の
北
海
道
へ
の
移
出
は
'
津
軽
郡
塞

米
が
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
青
函
間
は
海
運
を
利
用
し
て
い
た
｡
青
森
ま
で
の
移

送
に
つ
い
て
見
れ
ば
'
津
軽
地
域
に
あ
っ
て
は
'
青
森
か
ら
弘
前
ま
で
の
奥
羽
線
の

開
通
は
'
明
治
二
十
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
'
米
ど
こ
ろ
の
中
心
地
で
あ
る
黒
石

や
五
所
川
原
か
ら
は
鉄
道
ま
で
距
離
が
あ
-
'
そ
れ
ら
の
地
域
に
新
た
な
鉄
道
が
敷

(26
)

設
さ
れ
る
の
は
大
正
期
の
こ
と
で
あ

っ
た
｡

こ
の
た
め
'
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
'

馬
に
よ
る
駄
送
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
｡
五
所
川
原
の
近
郊
で
あ
る
高
野
村

の
楠
美
家
の
米
輸
送
の
事
例
を
見
よ
う
｡
次
の
文
書
は
そ
の

一
例
で
あ
る
｡

山
本
作
太
郎
は
'
青
森
新
町
の
米
商
人
で
あ
る
｡
楠
美
家
は
'
高
野
村
の
地
主
'

豪
農
で
あ
る
｡
こ
の
金
額
の
八
〇
円
は
二
俵
の
代
金
と
し
て
は
高
す
ぎ
る
の
で
'
そ

れ
ま
で
の
代
金
を
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
次
の
例
は
'
金
額
が
低
い
｡

印

一
米
六
俵

直
馬
ヨ
リ

右
正
二
更
取
申
候
也

1
金
壱
円
四
拾
銭

相
渡

廿
七
年
七
月
九
日

新
町

山
本
作
太
郎

印

(28)

高
野
村

楠
実
株

直
馬
と
は
楠
美
家
が
運
搬
し
た
こ
と
を
示
す
｡
こ
れ
以
外
に
小
作
人
が
運
ぶ
こ
と

も
あ
っ
た
｡
次
の
例
が
そ
れ
を
示
す
｡

79

印

一
金
八
拾
円
馬
使
二
渡

廿
七
年
三
月
廿
四
日

一
米
弐
俵
預
り

山
本
作
太
郎

印

(27
)

楠
美
様

記

印

一
米
人
俵

高
野

五
三
郎
ヨ
リ

右
正
二
更
取

駄
賃
八
拾
八
銭

相
渡

廿
七
年
七
月
十
四
日

新
町

山
本
作
太
郎

印

(29)

高
野
柑

橘
美
様

こ
れ
ら
は
'
適
当
な
時
期
に
精
算
さ
れ
る
｡
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
｡



記

九
月
廿

1
日
ヨ
リ

一
米
拾
七
俵

壱
俵

こ
付
弐
九
五

此
代
金
五
拾
円
拾
五
銭

同
廿
六
日
分

一
米
弐
俵

此
代
金
五
円
七
拾
銭

二
口
/
金
五
拾
五
円
八
拾
五
銭

内
金
弐
拾
円

相
渡

引
′
金
三
拾
五
円
八
拾
五
銭

右
之
通

廿
七
年
九
月
廿
六
日

新

町

山
本
作
太
郎

印

(30)

高
野
村

楠
美
様

う
に
な

っ
て
い
た
｡

(五
月
二
十
五
日
報
)

弘
前
市
商
工
事
報
告
貞

寺
田

次
郎

本
市
米
商
ノ
最
多
ク
取
引
ス
ル
津
軽
米
ノ
産
地

ハ
南
'
北
'
中
津
軽
郡
ノ
三
郡

ナ
リ
客
歳
初
秋
ノ
頃

マ
テ
秋
田
県
諸
鉱
山

へ
輸
出
稗
頻
繁
ナ
リ
シ
カ
本
年

ハ
同
地

方

こ
於
テ
秋
田
米
ノ
取
引
ア
ル
為
メ
ナ
ル
カ
少
シ
モ
輸
出
ナ
ク
随
テ
市
場
沈
静
ノ

景
況
ナ
リ
而
シ
テ
客
歳
十
二
月
ヨ
リ
本
年
三
月
ノ
間

ハ
格
別
商
勢
活
発
ナ
ラ
ズ
ー

雄
ト
モ
其
取
引
ア
リ
タ
ル
地
方

ハ
北
海
道
函
館
区
札
幌
区

ニ
シ
テ
即
チ
輸
出
改
良

米
数
量
千

〇
二
十
六
石

(玄
米
五
百
六
十
四
石
六
斗
'
精
米
四
百
六
十
六
石
'
精

席
五
石
六
斗
)
代
価
七
千

〇
五
拾
五
円
拾
弐
銭

(玄
米
壱
石

二
付
六
円
八
拾
七
銭

五
厘
'
精
米

一
石
こ
付
八
円
)
ナ
リ
其
他
米
商
惣
代
ノ
検
査
ヲ
要
セ
ス
シ
テ
青
森

地
方

へ
取
引
輸
出
シ
タ
ル
概
算
高

ハ
七
百
五
十
石
こ
シ
テ
三
月
以
降

ハ
道
路
工
事

ノ
為
メ
青
弘
間
悪
路
-
ナ
リ
運
搬
賃
騰
貴
シ
其
利
益
少
キ
カ
為
メ
暫
ク
輸
出
ヲ
猶

(31
)

予
シ
居
ル
景
況
ナ
リ

80

こ
の
よ
う
な
馬
に
よ
る
駄
送
に
お
い
て
は
'
金
融
も
近
代
的
と
は

い
え
ず
'
価
格

も
買

い
主
の
意
向
が
強
-
働
-
形
式
に
な

っ
て
い
る
｡
運
搬
す
る
の
は
'
馬
使

い
や

小
作
人
で
あ
-
'
駄
賃
が
渡
さ
れ
て
'
決
済
は
後
に
な
さ
れ
る
｡
こ
う
し
て
集
め
ら

れ
た
米
が
青
森
か
ら
函
館
に
向
け
て
'
海
運
に
よ
-
'
運
ば
れ
て
ゆ
-
｡
青
森
の
米

穀
商
人
の
優
位
性
が
う
か
が
え
る
｡

明
治
二
十
七
年
の
奥
羽
線
の
開
通
以
前
の
弘
前
地
方
も
青
森
ま
で
'
陸
送
に
頼

っ

て
い
た
｡
こ
の
時
期
の
弘
前
の
米
販
売
に
つ
い
て
'
明
治
二
十
六
年
の
報
告
月
の
過

信
に
よ

っ
て
見
て
お
き
た
い
｡

報
告
月
に
よ
れ
ば
'
弘
前
の
米
販
売
事
情
は
次
の
よ

三
月
以
降
に
道
路
工
事
の
た
め
悪
路
と
な

っ
た
と
あ
-
'
そ
れ
以
前
に
は
取
引
が

あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
'
輸
送
手
段
は
'
橋
を
馬
に
挽
か
せ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
｡
ま
た
'
悪
路
と
な
れ
ば
運
賃
が
騰
貴
し
て
利
益
が
少
な
-
な
る
と
い
う
こ
と

も
わ
か
る
｡
す
な
わ
ち
'
青
森
以
南
に
鉄
道
が
開
通
し
て
い
て
も
'
青
森
ま
で
の
移

動
の
コ
ス
I
が
高
か

っ
た
た
め
'
米
ど
こ
ろ
の
津
軽
各
部
と
の
鉄
道
と
の
連
絡
が
良

-
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
ま
た
'
客
歳
初
秋
ま
で
の
取
引
に
つ
い
て
の
記
載
も

あ
る
が
'
こ
れ
ら
の
取
引
は
積
雪
以
前
な
の
で
'
駄
送

(馬
車
)
が
利
用
さ
れ
た
も



の
と
考
え
ら
れ
る
｡
同
じ
青
森
県
と
は
い
っ
て
も
'
青
森
県
の
八
戸
を
中
心
と
す
る

南
部
地
方
は
'
明
治
二
十
四
年
に
日
本
鉄
道
が
開
通
し
'
鉄
道
輸
送
が
活
発
で
あ

っ

た
が
'
米
は
岩
手
県
等
か
ら
移
入
し
て
い
た
｡

一
方
へ
下
北
地
域
は
鉄
道
は
お
ろ
か
'

道
路
の
整
備
も
遅
れ
'
舟
運
が
さ
か
ん
で
あ

っ
た
｡
そ
こ
で
鉄
道
輸
送
の
特
徴
を
把

握
す
る
た
め
に
'
明
治
後
期
の
八
戸
の
鉄
道
利
用
の
特
徴
を
見
よ
う
｡
八
戸
の
中
心

部
の
米
商
人
で
あ

っ
た
富
岡
商
店
の
米
の
仕
入
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
｡

鉄
道
利
用
に
よ

っ
て
'
こ
う
し
た
少
量
の
米
を
遠
隔
地
か
ら
購
入
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ

っ
た
｡
さ
ら
に
'
大
量
の
米
の
購
入
に
当
た

っ
て
は
'
金
融
機
関
を
利
用
し
'

荷
為
替
手
形
を
利
用
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
｡
次
の
例
は
'
そ
の

一
例
で
あ
る
｡

印紙
第
三
号

送
券

一
白
米
四
斗
入
百
五
俵
也

盛
岡
市

内
国
通
運
株
式
会
社
抜

出
荷
主

阿
部
喜
兵
衛

印紙
印

送
-
状

一
八思
延
也

米
荷
物

四
斗
入
六
俵
也

此
元
価
金
三
拾
三
円
也

但
シ
金
ヶ
崎
町

マ
テ
駄
賃
払
済
金
ヶ
崎
町
ヨ
リ
汽
車
積
八
戸
マ
テ
運
賃
共
向
払

右
之
通
り
逓
送
致
候
間
貴
着
御
改
御
請
取
被
成
下
度
奉
願
上
候
也

陸
前
国
金
ヶ
崎

山
地
利
右
衛
門

印

明
治
三
十

一
年

一
月
二
日

金
ヶ
崎
町
北
上
会
社
次
キ

陸
奥
国
八
戸
町
八
日
町
米
商
店

(32
)

富
岡
宇
兵
衛
殿
行

荷
受
主

富
岡
字
兵
衛

此
評
定
原
価

金
六
百
五
拾
円
也

右
当
行
荷
為
換
附
貨
物
逓
送
候
間
貴
着
御
査
収
被
下
度
候
也

明
治
三
十

一
年

一
月
六
日

陸
中
国
盛
岡
市
呉
服
町
九
番
地

印

合
資
会
社

安
田
銀
行
支
店

印

(33
)

八
ノ
戸

階
上
銀
行

御
中

八
戸
や
'
下
北
の
各
地
域
は
'
岩
手
県
等
よ
-
米
を
購
入
し
て
い
た
｡
上
記
の
史

料
は
'
鉄
道
に
依
存
す
る
事
例
で
あ
る
が
'
金
ヶ
崎
駅
ま
で
駄
送
に
頼

っ
て
い
る
こ

と
や
'
輸
送
に
際
L
へ
運
送
会
社
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
'
運
賃
は
買

い
手
の
負
担

と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
｡
こ
の
事
例
の
輸
送
量
は
米
六
俵
と
少
な
い
が
'

こ
れ
は
'
銀
行
間
の
や
り
取
り
と
な

っ
て
お
り
'
実
際
の
出
荷
主
と
荷
受
主
に
は
'

同
様
の
副
証
書
が
送
ら
れ
た
｡
こ
の
よ
う
に
'
鉄
道
の
利
用
に
当
た

っ
て
は
'
運
逮

会
社
が
介
在
L
t
金
融
機
関
の
万
全
の
対
応
の
も
と
に
'
価
格
も
周
知
の
も
の
と
さ

れ
て
'
取
引
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
鉄
道
輸
送
に
お
い
て
は
'
売
り

主
と
買
い
主
の
関
係
は
介
在
者
が
い
な
い
直
接
取
引
が
特
徴
で
あ
り
'
こ
の
こ
と
が
'

明
治
後
期
の
八
戸
の
事
例
に
よ

っ
て
確
認
で
き
た
と
い
え
る
｡
上
野
'
青
森
駅
間
に
'

日
本
鉄
道
が
開
通
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
青
森
の
町
か
ら
の
移
出
米
は
鉄
道

を
利
用
し
て
八
戸
地
方

へ
向
か
う
こ
と
は
ま
れ
で
'
海
運
に
よ

っ
て
北
海
道
'
殊
に

函
館
方
面
に
向
か

っ
た
の
で
あ
る
｡



八
戸
の
鉄
道
利
用
に
対
し
'
下
北
の
北
部
地
域
は
'
船
を
利
用
し
て
'
米
を
他
也

(a;)

域
か
ら
購
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
青
森
県
内
と
は

い
っ
て
も
'
米
の
移
出
地
帯
ば
か
り
で
は
な
-
'
移
入
地
域
が
あ
り
'
ま
た
北
海
道

か
ら
の
逆
移
入
も
あ

っ
た
｡
青
森
産
米
は
'
早
期
的
な
鉄
道
開
通
を
利
用
し
て
'
日

本
鉄
道
沿
線

へ
移
出
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ

っ
た
｡
鉄
道
の
利
用
は
'
青
森
県
内

の
米
の
需
要
地
帯

へ
の
移
入
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

以
上
に
見
た
よ
う
に
'
明
治
期
の
青
森
県
で
は
'
鉄
道
'
海
運
'
駄
送
や
ま
た
河

川
交
通
が
併
存
し
て
い
た
｡
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
が
す
べ
て
の
地
域
で

一
様
に
利
用
可

能
で
あ

っ
た
と
は
い
え
な
い
｡
し
か
し
'
太
平
洋
沿
岸

の
日
本
鉄
道
の
早
期
開
通
は
'

青
森
県
産
米
の
移
送
に
つ
い
て
は
鉄
道
依
存
を
強
め
た
と
は
い
え
な
い
｡
そ
れ
ら
は

む
し
ろ
'
海
運
に
よ

っ
て
北
海
道

へ
向
か
う
の
が

一
般
的
で
あ

っ
た
｡
こ
の
こ
と
は
'

明
治
期
の
米
穀
移
動
に
つ
い
て
は
'
交
通
手
段
の
発
展
も
重
要
で
は
あ
る
も
の
の
'

地
域
的
な
需
給
が
無
視
で
き
な
い
要
因
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
｡

表

9

産
米
検
査
調
査
日
程

四

移
出
米
検
査
体
制
の
拡
充
と
そ
の
間
異
点

青
森
県
は
大
正
年
代
に
入
る
と
'
産
米
の
価
格
向
上
を
目
指
し
て
産
米
全
体
に
関

す
る
検
査
体
制
を
作
ろ
う
と
し
た
｡
青
森
県
は
大
正
四
年
に
調
査
を
行
い
'
五
年
に

新
た
な
産
米
検
査
の
体
制
を
作

っ
た
｡
こ
の
過
程
で
'
青
森
県
産
米
の
北
海
道

へ
の

移
出
も
'
低
価
格
の
白
米
か
ら
'
品
質
が
上
等
の
高
価
格
の
白
米

へ
と
移
行
す
る
に

至

っ
た
｡
こ
こ
で
は
明
治
期
の
産
米
検
査
体
制
の
整
備
の
過
程
を
追
う
立
場
か
ら
'

県
の
調
査
に
よ

っ
て
'
そ
れ
ま
で
の
方
法
の
何
が
反
省
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
る
こ

と
に
し
た
い
｡
県
に
よ
る
調
査

の

一
つ
は
'
他
府
県
の
産
米
検
査
体
制

の
調
査
で

至 自 至 自 室 自 室 自 至 自 調同 大 同 大 同 大 同 大 同 大
正 正 正 正 正

四 四 四 四 四 査期

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
四 四 五 四 四 四 五 四 五 四
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

六 二 四 二 四 二
十 十 日 十 十 十 日 十 日 十
日 - 日 -

日 日 日 日 日 間

宮 岡 秋 富 調査
城 山 田 重 山ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
茨 福 栃 大 石

嘩 甲 杢 喝 Jli 府県
千 大 埼 兵 福
葉 分 玉 庫 井

第 第 第 第 第 級名
五 四
組 組 組 組 組

後 北 福 三 工 岩 中 蛇 田 原 阿 今 高 福 岡 調査負

檎
藤 村 士 上 藤 谷 村 名 辺 田 部 田 本

禰

善 佐 甚 策 書 清 英 稲 豊 誠 慶 左 大 正
七 大 太 太 衛

82

(出
典
)
青
森
県
内
務
部

『農
事
調
査
書
』

あ

っ
た
｡
こ
の
調
査
は
'
大
正
四
年
の
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
行
わ
れ
'
実
際
に

他
府
県

へ
出
か
け
た
の
は
'
青
森
県
内
各
地
の
'
地
主
や
米
穀
商
で
あ

っ
た
｡
こ
の

調
査
の
報
告
書
の
緒
言
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
｡



緒
言

本
書
ハ
地
主
及
米
商
ヲ
シ
テ
汎
ク
各
府
県
二
於
ケ
ル
産
米
検
査
事
業
ヲ
調
査
セ
シ

メ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
輯
録

シ
検
査
施
行
準
備
ノ
資
料
ー
シ
併
セ
テ
当
業
者
ノ
参
考
二

供
セ
ン
ー
ス

(35)

大
正
四
年
六
月

実
際
に
調
査
し
た
地
域
と
日
程
及
び
調
査
者
は
表
9
の
通
り
で
あ
る
｡

調
査
者
の
う
ち
'
阿
部
誠

一
郎
は
北
津
軽
郡
羽
野
木
沢
村
の
大
地
主
で
あ
-
'
福

士
佐
七
郎
は
青
森
市
の
米
穀
商
'
北
村
益
は
八
戸
の
町
長
を
経
験
し
た
政
治
家
で

あ
っ
た
｡
調
査
項
目
は
'
産
米
検
査
の
細
目
に
わ
た
-
'
各
地
の
実
状
が
わ
か
る
が
'

こ
こ
で
は
'
そ
れ
ら
の
調
査
か
ら
青
森
県
の
産
米
検
査
に
向
け
て
出
さ
れ
た
提
言
の

み
を
拾
い
'
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
青
森
県
の
そ
れ
ま
で
の
米
穀
取
引
の
特
徴
を
さ
ぐ

る
こ
と
に
し
た
い
｡
宮
城
'
茨
城
'
千
葉
の
三
県
を
視
察
し
た
後
藤
善
三
は
'
青
蘇

県
で
の
産
米
検
査
に
つ
き
'
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
'
そ
の
始
め
の
部
分
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
｡

シ
テ
生
計
費
ノ
増
嵩
二
苦
マ
シ
ム
ル
ノ
結
果
二
終
ラ
ン
殊
二
多
数
農
民
力
自
ラ
消

費
ス
ル
モ
ノ
ヲ
丁
寧
二
調
製
セ
シ
ム
ル
ノ
要
ナ
シ
又
本
県
ノ
輸
出
米
ハ
従
来
精
白

多
数
ニ
シ
テ
玄
米
少
ク
産
米
検
査
ノ
要
緊
切
ナ
ラ
ス
多
大
ノ
経
費
ヲ
要
シ
複
雑
困

難
ナ
ル
検
査
ノ
実
施
ハ
無
用
ナ
リ
ー
此
等
ノ
説
ハ
一
面
ノ
理
由
ナ
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル

(丑
カ)

モ
正
当
ノ
見
解
ニ
ア
ラ
ス
米
穀
ノ

農

凶

及
価
格
高
下
ノ
関
係
ハ
我
国
経
済
界
二
大

影
響
ヲ
来
シ
今
回
ノ
如
キ
米
価
ノ
暴
落
ハ
金
融
上
著
シ
キ
不
振
ノ
状
態
二
陥
ラ
シ

メ
一
般
実
業
界
ヲ
シ
テ
萎
縮
困
債
ノ
悲
境
ヲ
現
出
セ
リ
殊
二
米
価
ノ
下
落
ハ
直
接

農
家
ヲ
困
難
ナ
ラ
シ
メ
農
村
ノ
疲
弊
ハ
延
テ
農
家
ノ
興
廃
二
関
ス
ル
ノ
問
題
ー
ナ

ル
ヘ
ク
之
レ
ヲ
以
テ
産
米
ヲ
改
良
シ
米
価
ノ
維
持
ヲ
計
ル
ハ
各
県
ノ
競
フ
テ
努
力

(36)

ス
ル
所
二
シ
テ
国
富
ヲ
増
進
ス
ル
ノ
道
ナ
リ

私
議

生
産
米
ヲ
検
査
セ
ハ
産
米
ノ
改
良
発
達
ヲ
促
シ
其
価
格
ヲ
高
メ
利
益
増
進
ス
ル

ハ
何
人
モ
肯
定
ス
ル
所
ナ
ラ
ン
而
シ
テ
今
ヤ
之
ヲ
本
県
二
実
施
ス
ル
ニ
当
り
説
ヲ

為
シ
テ
日
ク
本
県
ノ
輸
出
米
ハ
僅
カ
ニ
弐
拾
万
石
内
外
二
過
キ
ス
即
チ
県
内
消
費

ハ
生
産
額
ノ
四
分
ノ
三
ノ
多
額
ナ
ル
カ
故
二
検
査
実
施
二
依
り
声
価
ヲ
高
ム
ル
モ

利
ス
ル
所
ハ
輸
出
二
対
ス
ル
小
部
分
こ
過
キ
ス
多
大
ノ
経
費
ヲ
払
フ
テ
利
得
甚
少

シ
又
県
内
消
費
米

一
般
二
騰
貴
セ
ハ
少
数
ノ
地
主
ノ
ミ
利
益
ニ
シ
テ
却
テ
県
民
ヲ

こ
れ
に
よ
れ
ば
'
青
森
県
の
移
出
米
は
､
生
産
高
の
四
分
の
一
の
二
〇
万
石
で
あ

る
こ
と
'
移
出
米
の
大
半
が
白
米
で
あ
る
こ
と
'
産
米
検
査
が
移
出
米
を
除
い
て
は

実
効
を
も
っ
て
お
ら
ず
､
産
米
全
体
へ
の
実
施
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
'
検
塞

の
実
施
は
地
主
の
利
益
に
つ
な
が
る
も
の
の
へ
消
費
者
は
米
価
騰
貴
に
苦
し
む
こ
と

に
な
る
と
い
う
反
対
論
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
し
か
し
'
後
藤
善
l二
は
'
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
'
産
米
検
査
の
実
施
は
有
益
で
あ
る
と
い
う
｡
米
価
の
暴
落
を
-
い
と

め
'
そ
の
維
持
を
は
か
る
方
策
が
産
米
検
査
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
｡
そ
の
議
請

は
'
次
の
よ
う
に
続
け
ら
れ
る
｡

83

其
米
ハ
自
足
経
済
ノ
昔
時
卜
異
リ
交
通
機
関
ノ
発
達
セ
ル
今
日
ハ
一
ノ
重
要
商

品
ナ
リ
最
広
ク
機
敏
二
取
引
セ
ラ
ル
､
商
品
ナ
リ
故
二
市
場
産
地
品
質
ノ
競
争
烈

シ
ク
之
レ
カ
改
良
ハ
一
日
モ
忽
諸
二
附
ス
ヘ
カ
ラ
ス
従
来
本
県
輸
出
米
ノ
少
額
ナ



ル
ハ
甚
遺
憾
-
ス
ル
所
二
シ
テ
産
米
検
査
ノ
結
果
米
質
調
製
大

二
改
良
セ
ラ
レ
ナ

ハ
市
場
ノ
歓
迎
ス
ル
所
-
ナ
リ
自
ラ
価
格
騰
貴
シ
テ
輸
出
増
加
ス
ヘ
ク
殊
こ
精
白

輸
出

ハ
鴇
減
少
ク
シ
テ
米
商
ノ
利
益
多
キ
ヲ
以
テ
商
途
大
二
開
ケ
リ
何
ソ
今
日
ノ

少
額
二
止

マ
ラ
ン
ヤ
而
シ
テ
輸
出
多
額

二
重
ラ
ハ
米
食
専
用
ノ
県
民
モ
雑
穀
ヲ
食

用
ス
ル
ニ
至
り
進
ン
テ
ハ
山
野
ノ
開
拓
麦
粟
ノ
栽
培
盛

二
行

ハ
レ
県
下
農
家
ノ
経

済

1
変
シ
テ
大
二
其
富
ヲ
増
進
セ
ン
産
米
検
査
ノ
利
益
恐
ク
ハ
将
来
此
辺
二
及
ハ

ン
又
産
米
検
査

ニ
ヨ
リ
米
ノ
改
良
卜
共
二
倉
庫
ノ
経
営

二
依
リ
テ
経
済
上
ノ
利
用

(37
)

ヲ
為
シ
得

へ
ク
農
家
ヲ
利
ス
ル
コ
ー
大
ナ
リ
ー
信
ス

(以
下
略
)

産
米
改
良
の
結
果
'
青
森
県
産
米
の
価
格
が
高
騰
す
れ
ば
'
米
の
生
産
高
が
少
な

い
青
森
県
で
は
､
県
民
が
雑
穀
を
食
べ
て
も
米
を
移
出
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
の

で
あ
る
｡
こ
の
議
論
は
や
や
非
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
も
の
の
'
産

米
改
良
は
'
白
米
移
出
に
つ
い
て
も
'
鴇
減
の
減
少
と
い
う
メ
リ
ッ
-
が
あ
る
と
い

う
点
な
ど
'
首
肯
し
う
る
面
も
あ
る
｡
明
治
期
の
移
出
米
検
査
に
お
い
て
は
'
普
過

米
は
白
米
と
し
て
の
み
移
出
可
能
と
さ
れ
た
｡
こ
の
た
め
も
あ
っ
て
'
北
海
道

へ
の

移
出
米
は
殆
ど
が
白
米
と
な

っ
た
｡
そ
の
結
果
'
そ
れ
以
上
の
移
出
米
検
査
は
意
咲

を
持
た
な
-
な
-
'
実
効
が
薄
れ
て
き
て
い
た
｡
し
か
し
'
県
営
の
移
出
米
検
査
の

実
施
の
結
果
'
そ
れ
は
白
米
移
出
に
も
有
益
で
あ
る
と
し
て
産
米
全
体
の
検
査
論
が

出
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
三
重
'
大
阪
'
兵
庫
を
調
査
し
た
今
産
道
の
意
見
は
汰

の
も
の
で
あ
っ
た
｡

ニ
止

マ
リ
大
ナ
ル
利
益

ハ
認
メ
難
キ
ニ
似
タ
リ
ー
錐
モ
国
家
ノ
経
済
利
得
二
至
リ

テ
ハ
暗
々
ノ
間
実

二
行
フ
テ
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
今
日
多
ク
ノ
府
県
二
於
テ
之
レ

ガ
実
行
ス
ル
ニ
至
リ
シ
モ
社
会
ノ
競
争
上
徒
ラ
ニ
旧
慣
ヲ
墨
守
ス
ル
ノ
不
得
策
ナ

ル
ニ
気
付
カ
レ
シ
ノ
ミ
社
会
組
織
ノ
時
勢
ノ
進
歩
ス
ル
ニ
随
ヒ
テ
幾
分
ヅ
ツ
ヲ
改

廃
セ
ラ
ル
ル
ハ
独
り
産
米
検
査
事
業
二
於
テ
事
新
ラ
シ
キ
ヲ
見
ル
ニ
非
ザ
ル
ベ
シ

此
ノ
理
ヲ
大
観
シ
テ
産
米
検
査
ヲ
実
行
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ー
ス
ル
ハ
妥
当
ノ
見
ニ

シ
テ
殊

二
本
県
ハ
平
年
以
上
ノ
ー
キ
ハ
是
非
他
国
こ
輸
出
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
関

係
モ
ア
リ
然
カ
モ
其
ノ
需
要
地
タ
ル
也
此
等
供
給
諸
国
卜
競
争
シ
否
ナ
検
査
施
行

ノ
暁

ハ
米
ノ
昧
ノ
点

二
於
テ
日
本
全
国
こ
冠
タ
ル
津
軽
米
ヲ
日
本

一
ノ
大
需
要
地

タ
ル
東
京
市
場
二
輸
出
ス
ル
ノ
時
期
到
来
セ
ザ
ル
能

ハ
ズ
-
言
フ
ニ
至
リ
テ
ハ
争

デ
カ
検
査
施
行
セ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ

之
レ
-
共
二
充
分
検
査
員
鑑
定
ノ
方
法
ヲ
熟
練
セ
シ
メ
又
農
民
二
対
ス
ル
自
覚

(25H

ノ
精
神
ヲ
惹
起
ス
ル
手
段
ヲ
講
ゼ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ベ
シ

84

今
慶
道
は
'
農
民
に
と

っ
て
産
米
改
良
の
利
益
は
少
な
い
と
し
な
が
ら
も
'
東
京

市
場

へ
の
移
出
の
た
め
に
は
'
産
米
改
良
の
実
行
は
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
｡
ま

た
'
秋
田
'
栃
木
､
埼
玉
の
三
県
を
調
査
し
た
田
辺
稲
太
郎
'
蝦
名
英

二

中
村
清

助
の
三
名
は
連
盟
で
'
以
下
の
意
見
を
述
べ
た
｡

産
米
検
査
事
業
問
題

ハ
時
勢
ノ
進
歩
発
達
上
仮
令
農
民
ハ
格
別
ノ
労
力
時
間
ヲ

費
ス
為
メ
ニ
米
ヲ
高
ク
売
り
又

ハ
地
主
ヨ
リ
賞
与
ヲ
受
ケ
テ
之
レ
ガ
代
償
ヲ
得
ル

産
米
検
査
施
行
二
対
ス
ル
卑
見

米
穀

ハ
本
県
主
要
ノ
物
産
ニ
シ
テ
収
穫
ノ
増
減
科
学
ノ
高
下
ハ
直

二
県
経
済
ノ

消
長
二
関
ス
ル
所
実

二
大
ナ
リ
若
シ
鋭
意
之
レ
カ
改
善
ノ
途
ヲ
講
シ
収
穫
ノ
増
加
'

品
位
ノ
向
上
ヲ
計
ラ
ン
カ
僅
カ
ニ
其
ノ

一
端
ヲ
実
行
ス
ル
モ
優

二
巨
万
ノ
利
ヲ
収



ム
ル
ヲ
得
ベ
シ
若
シ
夫
レ
産
米
検
査
ノ
施
行
ニ
ヨ
リ
米
穀
ノ
品
位
ヲ
高
メ
乾
燥
ヲ

完
全

ニ
シ
テ
旧
来
蒙
ル
所
ノ
鴇
減
及
虫
害
ヲ
除
ク
コ
ー
ヲ
得
バ
実

二
利
益
ス
ル
所

莫
大
ナ
ル
者
ア
ル
ハ
論
ヲ
侯
タ
ス
然
ル
こ
当
業
者
平
素

二
於
テ
耕
作
､
乾
燥

二
欠

ク
ル
所
ア
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
気
候
'
風
土
ノ
影
響
古
来
ノ
因
襲
依
然
農
法
ノ
旧
慣

ヲ
株
守
シ
ー
錐
モ
又
地
主
こ
於
テ
土
地
愛
護
ノ
念
慮
ナ
ク
土
地
ヲ
以
テ
商
品
視
シ

戎

ハ
又

一
片
同
情
ノ
念
ナ
ク
単
二
小
作
米
ノ
収
納
ヲ
事
ー
シ
小
作
人
ハ
只
唯
定
額

ノ
小
作
米
ヲ
納
付
ス
ル
ニ
盤
髄
ー
シ
戎

ハ
欺
隔
ス
ル
ヲ
事
ー
シ
復
夕
土
地
ノ
改
良

作
物
ノ
進
善
ヲ
図
ル
ニ
追
ア
ラ
ズ
地
力
次
第

二
減
耗
シ
然
ル
ニ
今
ヤ
突
如
ー
シ
テ

産
米
検
査
ヲ
施
行
シ
威
力
ヲ
以
テ
之
レ
こ
望
マ
ン
カ
小
作
人
ハ
前
途
二
疑
催
ノ
念

ヲ
抱
キ
膏

二
予
期
ノ
効
果
ヲ
奏
セ
ザ
ル
ニ
ミ
ナ
ラ
ズ
深
ク
地
主
ヲ
怨
ミ
官
憲
ノ
カ

ヲ
以
テ
己
レ
ノ
利
益
ヲ
計
ル
モ
ノ
ー
為
サ
ン
今
ヤ
世
潮

ハ
漸
ク
浮
薄
二
流
レ
経
済

組
織
ノ
不
備

ハ
危
険
思
想
ノ
湧
-
起
ス
且
ツ
交
通
機
関
ノ
完
備
こ
伴
ヒ
他
悪
影
響

ヲ
伝
播
シ
来
ル
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
之
レ
ヲ
本
県
実
情

二
槽

へ
之
ヲ
他
県
ノ
例
二
照
シ

既
成
ノ
米
穀
こ
対
シ
テ
峻
厳
ナ
ル
検
査
ヲ
励
行
セ
ン
ヨ
リ
ハ
其
ノ
根
元
タ
ル
土
地

ノ
改
善
'
産
米
ノ
採
撰
'
産
米
ノ
改
良
二
向

ッ
テ
百
尺
崖
頭
二
一
歩
ヲ
進
メ
漸
ク

追

ッ
テ
産
米
検
査
ヲ
施
行
ス
ル
モ
敢
テ
遅
キ
ニ
ア
ラ
ズ

元
来
検
査
ナ
ル
モ
ノ
ハ
自
由
制
度
ヲ
以
テ
本
旨
ー
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
殊

二
産
米

ノ
改
良
声
価
ノ
発
揚
ハ
他
人
ノ
容
啄
ヲ
侯
タ
ス
各
自
ノ
自
奮
自
発

二
拠
ル
ヲ
要
ス

(39
)

故

二
今
日
卜
錐
モ
希
望
検
査
制
ヲ
採
用
ス
ル
亦
可
ナ
ラ
ン

(以
下
略
)

商
人
が
受
益
者
に
な
る
と
い
う
見
解
が
'
調
査
者
の
多
数
の
見
解
で
あ

っ
た
が
'
そ

れ
に
も
拘
ら
ず
'
産
米
検
査
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
否
定
的
な
見
解
は
な

か

っ

た

｡

こ
れ
ら
か
ら
､
大
正
初
年
の
青
森
県
で
は
'
そ
れ
ま
で
の
産
米
検
査
体
制
の
再
宿

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
'
新
た
な
体
制
づ
く
り
が
問
題
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
｡
北
海
道

へ
白
米
を
移
出
す
る
仕
組
み
が
定
着
す
る
に
至

っ
て
'
当
初
の
玄
米
を

主
体
と
す
る
移
出
米
検
査
は
実
質
的
な
意
味
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
も
の
の
'
県
営
検

査
に
よ
る
白
米
移
出
の
検
査
の
強
化
'
さ
ら
に
は
産
米
全
体
の
検
査

へ
と
進
ん
で
ゆ

く
の
で
あ
る
｡

五

む
す
ぴ

こ
の
よ
う
に
'
地
主

･
小
作
関
係
の
深
刻
化
を
憂
慮
す
る
見
解
も
他
に
も
あ

っ
た
｡

こ
の
あ
と
に
'
検
査
以
前
に
な
す
べ
き
稲
作
改
良
の
方
策
や
地
主
の
取
る
べ
き
態
度
'

米
券
倉
庫
の
創
設
な
ど
が
羅
列
さ
れ
て
い
る
｡
小
作
人
よ
り
は
地
主
'
農
民
よ
り
は

以
上
の
こ
と
は
'
北
海
道
と
と
り
わ
け
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
青
森
県
津
軽
也

方
の
米
の
移
出
事
情
を
解
明
す
る
作
業
で
あ

っ
た
｡
青
森
県
'
特
に
津
軽
産
米
は
'

日
本
鉄
道
に
よ
っ
て
八
戸
や
そ
れ
以
南
の
地
域
に
移
出
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
'
北

海
道

へ
移
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
-
'
そ
の
種
類
も
白
米
移
出
が
多
-
な
っ
て
い
っ
た
｡

青
森
駅
か
ら
の
移
出
米
は
'
津
軽
各
郡
の
米
ど
こ
ろ
の
産
米
で
あ

っ
た
が
'
青
森
駅

や
奥
羽
線
の
各
駅
ま
で
の
輸
送
手
段
は
駄
送
で
あ
り
'
そ
こ
ま
で
の
運
賃
も
無
視
し

え
ず
'
八
戸
地
方
に
と

っ
て
津
軽
産
米
は
必
ず
し
も
安
価
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
｡
津
軽
産
米
の
移
出
検
査
は
厳
格
で
あ

っ
た
が
'
津
軽
産
米
が
常
に
良
質
で

あ

っ
た
と
は
言
い
が
た
-
'
移
出
は
検
査
を
通
り
や
す
い
白
米
に
か
た
よ
っ
て
い
っ

た
｡
移
入
側
の
北
海
道
に
お
い
て
は
'
小
樽
以
外
の
地
域
で
は
白
米
移
入
が
多
-

な

っ
て
い
っ
た
｡
こ
の
よ
う
に
'
道
南
地
域
と
青
森
県
津
軽
地
方
と
の
関
係
の
よ
う



に
'
産
業
発
展
の
補
完
関
係
と
'
米
穀
需
給
の
あ
-
方
が
'
地
域
間
の
移
動
の
あ
-

方
を
規
定
し
た
｡
青
森
県
産
米
は
'
白
米
で
の
移
出
が
多
-
'
裾
米
市
場
へ
の
出
荷

と
い
わ
れ
る
が
'
他
に
選
択
肢
が
な
い
た
め
に
そ
う
な
っ
た
と
は
言
い
難
い
｡
事
実
'

大
正
期
以
後
に
'
北
海
道
で
の
産
米
が
増
加
し
て
-
る
と
'
同
じ
白
米
で
も
上
質
の

白
米
へ
と
移
出
米
の
内
容
を
変
化
さ
せ
て
ゆ
-
｡
明
治
期
に
お
い
て
は
'
低
価
格
の

白
米
で
の
移
出
米
に
対
す
る
需
要
が
多
か
っ
た
た
め
'
津
軽
各
郡
は
そ
れ
に
対
応
し

た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
'
玄
米
を
集
め
'
白
米
に
精
米
し
て
移
出
す
る
育

森
ほ
か
の
米
商
人
も
精
米
賃
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
｡
こ
う
し
て
､
青
森
県
と
北
港

道
と
は
'
米
の
需
給
に
関
し
て
利
害
が

一
致
し
て
特
有
の
自
米
市
場
を
形
成
し
て

い
っ
た
と
い
え
よ
う
｡

ま
た
こ
れ
ま
で
の
米
穀
市
場
研
究
に
よ
れ
ば
'
明
治
後
期
以
降
'
輸
送
手
段
の
港

運
か
ら
鉄
道
へ
の
転
換
の
進
展
が
進
行
L
t
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
市
場
に
付
随
す
る

(40
)

商
人
活
動
や
'
金
融
機
能
な
ど
が
変
化
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
実
際
の

歴
史
過
程
に
お
い
て
'
米
穀
市
場
で
そ
う
し
た
輸
送
手
段
の
転
換
が
進
ん
だ
の
は
'

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
確
認
で
き
る
こ
と
な
の
で
'
こ
の
転
換
は
自
明
の
こ
と
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
｡
し
か
し
'
個
々
の
事
例
を
見
れ
ば
'
こ
の
転
換
は

自
明
の
こ
と
と
は
言
い
難
い
｡
内
航
海
運
も
発
展
を
遂
げ
て
い
る
の
で
あ
り
'
鉄
追

の
発
展
に
と
も
な

っ
て
海
運
会
社
が
衰
退
し
た
と
い
う
事
実
は
な
い
｡
む
し
ろ
'
秩

道
輸
送
が
発
展
し
た
大
正
期
は
'
海
運
の
発
展
期
で
も
あ

っ
た
｡
地
域
的
に
見
て
も
'

す
べ
て
の
地
域
に
お
い
て
'
鉄
道
が
海
運
に
置
き
換
わ

っ
た
と
は
言
い
難
い
｡
そ
の

よ
う
な
事
例
と
し
て
'
富
山
県
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
鉄
道
院
運
輸
局
編
集
の

『本
邦
鉄
道
の
社
会
及
経
済
に
及
ぼ
せ
る
影
響
』
も
'
富
山
県
の
米
の
輸
送
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
｡

鉄
道
の
開
通
に
依
-
船
積
運
賃
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
る
も
'
尚
海
上
北

海
道
に
輸
出
せ
ら
る

,
越
中
米
の
数
量
に
及
ぼ
せ
る
影
響
は
極
め
て
僅
少
な
り
-

但
し
東
西
砺
波
郡
の
産
米
は
鉄
道
開
通
後
の
今
日
に
於
い
て
も
'
尚
六
七
分
は
従

前
の
如
-
射
水
川
に
よ
-
伏
木
に
致
す
も
の
に
し
て
'
船
数
漸
次
減
少
を
示
し
た

る
明
治
四
十
三
年
に
於
い
て
も
'
鉄
道
輸
送
の
二
万
五
千
噸
に
対
し
'
船
便
は
五

(41)

万
四
千
噸
な
る
を
見
る
｡

伏
木
港
の
み
な
ら
ず
'
東
岩
瀬
港
や
'
滑
川
'
魚
津
'
石
田
の
各
港
に
つ
い
て
も
'

河
川
輸
送
が
鉄
道
輸
送
よ
-
多
-
'
ま
た
'
そ
れ
ら
の
港
か
ら
北
海
道
'
こ
と
に
小

樽
港

へ
の
輸
送
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
に
'
特
に
北
海
道
向

け
の
米
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
-
'
富
山
県
産
米
は
'
鉄
道
開
通
後
も
'
河
川
や

海
運
に
よ
-
'
輸
送
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
｡
水
運
が
鉄
道
の
利
便
性
に
負
け
て

い
な
か
っ
た
事
例
で
あ
る
｡

北
奥
地
域
'
特
に
青
森
県
は
'
早
期
に
日
本
鉄
道
が
開
通
し
'
青
森
か
ら
上
野
ま

で
の
移
送
は
鉄
道
の
利
用
が
可
能
で
あ

っ
た
が
'
津
軽
産
米
は
鉄
道
の
利
用
に
よ
っ

て
南
下
す
る
こ
と
は
少
な
-
'
海
運
に
よ
っ
て
北
海
道
'
特
に
道
南
地
域
に
運
ば
れ

た
｡
こ
の
こ
と
は
'
富
山
県
産
米
と
同
様
で
あ
る
｡
こ
れ
は
津
軽
産
米
が
粗
悪
で

あ

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
は
言
い
難
い
｡
津
軽
産
米
の
移
出
に
あ
た
っ
て
は
厳
格
な
検

査
が
行
わ
れ
た
｡
北
海
道
で
の
自
米
需
要
と
青
森
県
で
の
白
米
移
出
の
メ
リ
ッ
ト
が

結
合
し
て
ゆ
-
の
で
あ
る
｡
秋
田
県
産
米
も
土
崎
港
経
由
で
'
北
海
道
へ
送
ら
れ
た

が
'
当
初
'
玄
米
も
多
か
っ
た
｡
し
か
し
北
海
道
市
場
が
自
米
市
場
と
し
て
成
熟
し

て
ゆ
-
に
つ
れ
'
秋
田
県
産
米
の
北
海
道

へ
の
移
出
も
白
米
に
片
寄

っ
て
ゆ
-
｡
こ

(4)

れ
は
供
給
側
が
'
需
要
側
の
変
化
に
対
応
し
て
ゆ
く
事
例
で
あ
る
｡
自
米
需
要
に
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傾
斜
す
る
以
前
の
函
館
や
江
差
の
取
引
所
に
お
い
て
は
'
期
米
価
格
は
'
東
京
や
大

(43
)

阪
'
神
戸
な
ど
の
相
場
に
左
右
さ
れ
る
面
が
あ

っ
た
｡
北
海
道
に
お
い
て
は
'

一

度
玄
米
価
格
を
通
じ
て
'
全
国
市
場
と
結
び
つ
い
た
上
で
の
白
米

へ
の
傾
斜
が
進
む

の
で
あ
る
｡

人
や
資
本
の
移
動
が
自
由
化
さ
れ
た
明
治
期
の
国
内
市
場
で
の
米
穀
な
ど
の
物
餐

移
動
の
解
明
に
当
た

っ
て
は
'
移
動
費
用
を
加
味
し
た
立
地
論
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

(叫)

ク
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
t

L
か
L
t
こ
の
よ
う
な
観
点

を
導
入
す
る
こ
と
は
'
物
資
移
動
を
移
送
手
段
の
特
質
の
み
に
帰
す
る
こ
と
と
同
義

で
は
な
い
｡
移
送
手
段
の
転
換
を
重
視
し
っ
つ
'
生
産
や
交
換
な
ど
の
地
域
間
に
お

け
る
分
業
の
あ
-
方
か
ら
物
資
移
動
の
転
換
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
｡

註

(-
)
持
田
恵
三

『米
穀
市
場
の
展
開
課
程
』
(東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
七
〇
年
)
は
､

第
二
章
第
二
節
が

｢中
継
地
的
市
場
の
構
造
｣
と
題
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
は
'
明
治

期
の
市
場
を
指
し
て
い
る
｡

(2
)
同
上
｡
五
四
頁
等
｡
米
の
主
要
な
需
要
者
で
あ
る
賃
金
労
働
者
の
地
域
別
の
集
中

の
様
相
に
つ
い
て
は
'
石
井
寛
治

｢地
域
経
済
の
変
化
｣
(佐
伯
尚
美

･
小
宮
隆
太

郎
編

『日
本
の
土
地
問
題
L
t
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
七
二
年
所
収
)
を
見
よ
｡

同
稿
に
よ
れ
ば
'
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
は
'
南
関
東
'
近
畿
'
北
海
道
へ
の
賃

金
労
働
者
の
集
中
が

一
貫
し
て
進
ん
で
い
る
｡

(3
)
明
治
十
年
代
の
事
例
に
つ
い
て
は
'
山
口
和
雄

『明
治
前
期
経
済
の
分
析
｣
(莱

京
大
学
出
版
会
'

一
九
五
六
年
)
'
特
に
'
第
七
章

｢明
治
十
年
代
の
北
海
道
貿
易
｣

に
く
わ
し
い
｡

(4
)
近
世
の
米
穀
市
場
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
に
つ
い
て
は
'
宮
本
又
郎

『近
世
日

本
の
市
場
経
済
』
(有
斐
閣
'

一
九
八
八
年
)
､
本
城
正
徳

『幕
藩
制
社
会
の
展
開
と

米
穀
市
場
』
(大
阪
大
学
出
版
会
'

一
九
九
四
年
)
等
参
照
｡

(5
)
明
治
期
に
お
け
る
白
米
の
移
動
に
つ
い
て
は
'
守
田
志
郎

『米
の
百
年
』
(御
茶

の
水
書
房
'

一
九
六
八
年
)
が
詳
し
い
｡
ま
た
'
北
海
道
に
つ
い
て
は
'
各
回
の

『北
海
道
庁
拓
殖
年
報
』
や

『北
海
道
庁
勧
業
年
報
』
の
数
値
に
よ
っ
て
わ
か
る
｡

な
お
'二
J
れ
ら
は
龍
渓
書
房
よ
り
'
『明
治
後
期
産
業
発
達
史
資
料
L
と
し
て
復
刻

さ
れ
て
い
る
｡

(6
)
守
田
'
前
掲
書
'

一
九
六
頁
｡
ヤ
ン
マ
ー
･
ヘ
ー
レ
ン
と
は
山
田
盛
太
郎

『日
本

資
本
主
義
分
析
』
(岩
波
書
店
'

一
九
三
四
年
)
が
マ
ル
ク
ス
の

『資
本
論
』
か
ら

引
用
し
て
日
本
の
生
産
様
式

(労
役
型
)
を
特
徴
づ
け
た
用
語
で
あ
り
'
零
細
農
生

計
補
充
的
副
業
や
､
問
屋
制
度
的
家
内
工
業
を
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
｡
劣
悪
な
条

件
下
で
の
生
産
過
程
の
こ
と
で
あ
る
｡
守
田
氏
は
鉱
工
業
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
｡

(7
)
大
豆
生
田
稔

｢道
路
網
の
整
備
と
米
穀
市
場
-
秋
田
県
南
部
の
場
合
-
｣
(高
村

直
助
編
著

『明
治
の
産
業
発
展
と
社
会
資
本
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
'

1
九
九
七
年
)
'

一
〇
六
頁
｡

(8
)
(9
)
守
田
'
前
掲
書
'

一
九
七
頁

(10
)
(11
)
大
豆
生
田
'
前
掲
稿
'

一
〇
六
-
一
〇
七
頁
等
｡

(12
)
青
森
県
の
産
米
検
査
に
つ
い
て
は
'
東
奥
日
報
社
編

｢青
森
県
総
覧
』
(
一
九
二

八
年
'
同
社
)
'
お
よ
び
'
農
林
省
米
穀
局
窟

『地
方
産
米
こ
関
ス
ル
調
査
』
(日
本

米
穀
協
会
事
務
所
'

一
九
三
六
年
)
t
に
よ
っ
て
概
要
が
わ
か
る
｡
『青
森
県
総
覧
』

に
は
'
｢然
る
に
藩
政
廃
止
と
共
に
貢
納
米
は
穀
代
金
納
の
制
と
な
っ
た
の
で
'

一

般
農
家
は
品
質
の
如
何
を
問
わ
ず
只
管
収
穫
の
多
き
を
望
み
逐
年
調
整
粗
悪
に
流
れ
へ

為
に
こ
の
貯
商
は
種
々
悪
手
段
を
弄
し
て
需
要
者
を
騰
着
す
る
に
至
っ
た
｡
麦
に
於

て
か
明
治
十
五
六
年
の
交
'
米
穀
改
良
の
忽
諸
に
付
す
べ
か
ら
ざ
る
を
唱
導
す
る
者

続
出
し
'
当
時
の
県
令
又
之
れ
を
助
け
米
穀
商
同
業
組
合
を
組
織
せ
し
め
-
検
査
を

施
行
せ
る
た
め
'
市
場
に
排
斥
せ
ら
れ
た
る
津
軽
米
は
漸
次
各
方
面
に
歓
迎
せ
ら

る
､
に
至
っ
た
｣
(三
五
〇
頁
)
と
あ
り
'
『地
方
産
米
二
関
ス
ル
調
査
』
に
は
'
青
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森
県
に
つ
い
て

｢之
を
以
て
明
治
十
五
㌧
六
年
の
頃
産
米
改
良
の
忽
に
附
す
べ
か
ら

ざ
る
事
を
唱
導
す
る
も
の
輩
出
し
県
当
局
と
力
を
協
せ
米
穀
商
同
業
組
合
を
組
織
し

輸
出
検
査
を
施
行
せ
る
も
年
を
経
る
に
従
ひ
規
律
次
第
に
薫
れ
検
査
は
有
名
無
実
に

終
ら
ん
と
せ
L
を
以
て
'
県
営
検
査
施
行
の
必
要
を
認
め
明
治
三
十
九
年
度
よ
り
県

営
輸
出
検
査
を
実
行
し
其
の
成
穎
見
る
べ
き
も
の
あ
り
た
る
も
-
大
正
四
年
慎
重
な

る
研
究
調
査
を
重
ね
遂
に
産
米
検
査
を
大
正
五
年
度
よ
り
実
施
す
る
に
至
れ
-
｣

(四
〇
-
一
頁
)
と
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
記
述
の
元
は
青
森
県
編

『青
森
県
治
要
覧
』

(
一
九

一
五
年
)
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡
同
書
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
｡
｢青
森
県

輸
出
米
検
査
所

(中
略
)
明
治
十
五
六
年
ノ
交
'
米
穀
改
善
ノ
忽
諸
二
附
ス
ヘ
カ
ラ

サ
ル
ヲ
唱
道
ス
ル
モ
ノ
輩
出
シ
'
官
庁
亦
大
二
見
ル
所
ア
リ
｡
同
十
九
年
二
月
十
九

日
'
米
穀
商
同
業
組
合
ヲ
組
織
セ
シ
メ
'
輸
出
米
検
査
所
ヲ
青
森

･
鯵
ヶ
沢

･
十

三

･
油
川
ノ
四
港
二
置
キ
'
同
年
三
月

7
日
ヨ
リ
検
査
ヲ
施
行
ス
ル
二
重
レ
リ
｡
然

ル
二
年
ヲ
経
ル
こ
従
ヒ
､
紀
律
次
第
こ
乱
レ
'
検
査
ハ
逐
こ
有
名
無
実
二
終
ラ
ン
ト

ス
ル
ヲ
以
テ
'
同
三
十
九
年
度
ヨ
リ
之
ヲ
県
経
営
二
移
シ
'
検
査
ヲ
励
行
セ
シ
ヨ
リ
'

著
著
其
ノ
効
果
顕
ハ
レ
'
漸
ク
仕
向
地
ノ
信
用
ヲ
恢
復
ス
ル
二
重
レ
リ
｣
(
一
〇
1

頁
)
｡

(1
)
r青
森
県
勧
業
要
報
L
三
四

(
1
八
九
二
年
)
所
収
'
八
-
九
頁
｡
な
お
'
重
要

物
産
同
業
組
合
法
に
つ
い
て
は
'
藤
田
貞

一
郎

『近
代
日
本
同
業
組
合
史
論
L
(清

文
堂
出
版
'

一
九
九
五
年
)
参
照
｡

(14
)
『青
森
県
勧
業
要
報
』
三
六

二

八
九
三
年
)
所
収
'
三
四
四
-
五
頁
｡

(15
)
内
訳
は
玄
米
が

一
等
三
級

l
'
二
等

1
級
二
､
同
二
級

1
㌧
同
三
級

1
㌧
三
等

l

級
二
'
同
二
級
四
で
あ
り
'
白
米

一
が
審
査
さ
れ
て
い
な
い
｡
三
等
米
は
す
べ
て
商

品
と
し
て
適
の
判
定
を
受
け
た
｡

一
等
米
は
東
津
軽
郡
産
の
自
髭
種
で
あ
り
'
二
等

米
は
'
東
津
軽
郡
産
の
金
次
郎
種
が
二
'
南
津
軽
郡
産
の
ナ
カ
シ
モ
種
と
北
津
軽
郡

産
の
坊
主
塵
で
あ
る
｡
同
上
､
三
四
六
-
七
頁
｡

(16
)
『青
森
県
勧
業
要
報
』
四
二

(
一
八
九
四
年
)
所
収
へ
九

一
-
三
頁
｡

(17
)
『青
森
県
勧
業
要
報
』
四
四

(
一
八
九
五
年
)
所
収
へ
五
二
頁
｡

(18
)
『人
民
請
願
届
綴
し
(
一
九
〇
〇
年
)
所
収
､
弘
前
市
役
所
所
蔵
｡
な
お
'
同
部
分

は
'
弘
前
市

『新
編
弘
前
市
史
』
資
料
編
四

(
一
九
九
七
年
)
に
所
収
さ
れ
て
い
る
｡

六
六
〇
-
一
頁
｡

(19
)
(20
)
同
前
｡

(21
)
前
掲

『人
民
請
願
届
綴
｣
｡

(22
)
同
前
及
び
'
『新
編
弘
前
市
史
』
資
料
編
四
｡

(23
)
-

(25
)
前
掲
'
『青
森
県
総
覧
㌔

ま
た
'
前
掲

『青
森
県
治
要
覧
｣
に
明
治
三

九
年
よ
り
大
正
二
年
ま
で
の
輸

(移
)
出
米
検
査
数
量
が
記
載
し
て
あ
る
｡
こ
れ
に

ょ
れ
ば
'
明
治
四
四
年
に
五
〇
万
俵
を
越
え
る
が
､
二
〇
万
俵
を
や
や
越
え
る
年
が

多
い
｡

(26
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
黒
石
市

壷
:.石
市
史
』
通
史
編
Ⅱ

(
1
九
八
八
年
)
'
五

九
-
六
五
頁
'
五
所
川
原
市

『五
所
川
原
市
史
』
史
料
編
三
上

二

九
九
六
年
)
'

七
四
六
頁
以
下
等
に
詳
し
い
｡

(27
)
-

(30
)
五
所
川
原
市
高
野
'
楠
実
家
史
料
｡

(31
)
『青
森
県
勧
業
要
報
』
三
七

(
一
八
九
三
年
)
所
収
'

一
六
七
-
八
頁
｡

(32
)
(33
)
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
'
富
岡
家
文
書
｡

(34
)
下
北
に
つ
い
て
は
'
笹
沢
魯
洋

『下
北
半
島
史
』
(名
著
出
版
t

l
九
七
八
年
'

復
刻
版
'
初
版

一
九
五
二
年
)
｡
風
間
浦
村
等
で
は
'
材
木
や
水
産
物
を
函
館
で
販

売
し
'
米
や
清
酒
ほ
か
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
が
佐
賀
家
文
書
な
ど
よ
-
知
ら
れ
る
｡

(35
)
-

(39
)
青
森
県
内
務
部

『農
事
調
査
書
㌔

(40)持
田
前
掲
書
'
守
田
前
掲
書
等
｡

(S
)
鉄
道
員
運
輸
局

r本
邦
鉄
道
の
社
会
及
経
済
に
及
ぼ
せ
る
影
響
｣
(日
本
経
済
評

論
社
'

1
九
七
九
年
'
初
版

l
九

1
六
年
)
'
五

1
0
-
一
貫
｡

(42
)
秋
田
県
産
米
は
'
北
海
道
へ
の
移
出
米
が
白
米
主
体
'
東
京
へ
の
移
出
米
が
玄
栄

主
体
と
な
っ
て
ゆ
-
｡
大
正
九
年
の
数
値
で
は
'
北
海
道
へ
は
､
梗
白
米
四
三
三
㌧

〇
四
八
俵
'
梗
玄
米
が

一
〇
三
㌧

一
七
六
俵
が
移
出
さ
れ
'
東
京
へ
は
､
梗
白
米
七

二
'
〇
八
七
俵
'
梗
玄
米
六
〇
七
㌧
九

二

俵
が
移
出
さ
れ
た
｡
俵
数
は
少
な
い
も

88



の
の
'
痛
米
で
も
'
北
海
道
へ
は
白
米
が
多
く
'
東
京
へ
は
玄
米
が
多
く
移
出
さ
れ

て
い
る
｡
こ
れ
は
'
秋
田
県
が
米
の
移
出
に
関
し
て
'
需
要
地
に
応
じ
て
販
売
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
.
秋
田
県
編

『秋
田
県
産
業
調
査
参
考
書
L
上
巻

(
l
九

二
三
年
)
七
六
頁
｡

(43
)
小
樽
や
函
館
'
江
差
に
明
治
二
七
年
に
取
引
所
が
開
設
さ
れ
た
｡
そ
こ
で
は
'
東

京
の
玄
米
価
格
が
電
信
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
'
期
米
価
格
に
影
響
を
与
え
て
い
た
｡

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
別
稿
を
準
備
し
て
い
る
｡

(i
)
拙
稿

｢立
地
論
的
交
易
論
に
つ
い
て
-
国
内
交
易
の
歴
史
理
論
を
め
ぐ
っ
て
-
｣

(『東
京
水
産
大
学
論
集
L
三

1
㌧

l
九
九
六
年
所
収
)
参
照
.

(こ
い
わ

･
の
ぶ
た
け

東
京
水
産
大
学
教
授
)




